Panasonic 



◎ 6d To ◎ ◎ ◎) 


□□□n 

□□□u 

□□□□ 

□□□ 

@ 


取扱説明書 

AV コント□ールアンプ 


品番 SA-BX500 
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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 


保証書別添付 


• 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

參ご使用前に 「安全上のご注意」（+52、53ページ）を必ずお読みください。 

•保証書は「お買い上げ日 • 販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管してください。 
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ガイド 


まず 準備楽しむお好みでご参考 
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ホームシアターが 簡単に楽しめる! 


今までは • 


何本もの 
ケーブルが必要 


今までは • 


スピーカー ごとに 
手動で設定 


U 

ン 

ク 

D 

M 




SA - BX 500では!! 




>ioO 



HDM I ケーブル2本と 
光デジタルケーブル 
1本で簡単接続！ 

(今10、11ページ） 


※他の接続もできま 
す。 


SA - BX 500 では!！ 


自動 スピーカー 設定で、 
簡単に スピーカー 設定 
ができる！ 

(4 22、23ページ） 



ビエラリンク （ HDMI ) 対応のテレビ（ビエラ）とレコーダー（デイーガ）を接続すると… 


複数の操作が必要だったホームシアター 



ワンタッチ操作でホームシアターが楽しめる！ （—30、31ページ） 



2 


接続したすべてのスピーカーから音を出そう！！ 


(V 

2 

3 

4 ) 

テレビをサラウンドで 
楽しむにはどうしたら 
いいのかな。 

接続も設定も 

テレビは2チヤンネルの 
ステレオ音声だから、 
フロントスピーカーから 
しか音が出ないんだ。 

爹 

本休の1 サラゥント* 1や 

リモコンの 1 S Saif — 
を押すとサラウンドに 
なるんだつて。 

い26、27ページ） 

添 

やった！！ 

テレビをサラウンド音声で 
楽しめるね。 
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一時的に音を消す . 

情報を表示させる . 

ビエラリンク ( HDMI ) を使う . 

ホームシアターをワンタッチ操作で楽しむ . 

サウンドメニューを使う . 

スピーカーのレベルを調整する . 

低域の調整をする . 

高域の調整をする . 

音量パランスの調整をする . 

二重音声を切り換える . 

小音量でも聞きやすくする . 

ウィスパーモードサラウンドを使用する . 

アンプの設定をする . 

基本操作 . 

表示部の明るさを調整する . 

おやすみタイマーを使用する . 

スピーカーの有無とサイズを設定する . 

距離の設定をする . 

低域フィルターの設定をする . 

自動スピーカー設定を変更する . 

購入時の状態に民す . 

極性を自動補正しない設定にする . 

設定された周波数特性の高域を補正する . 

パイワイヤー接続の設定をする . 

スピーカーのインピーダンス設定をする . 

入力端子の割り当てを変更する . 

サラウンドスピーカーの設置位置を設定する . 

ワイヤレススピーカーの設定をする . 

入力信号の判別方法を切り換える . 

外部入力端子に接続した機器の音量を大きくする... 
本機の電源「切」時の消費電力を下げる（省待機電カモード）., 

ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする . 

アッテネーターを切り換える . 

音声を遅らせて映像とのズレを補正する . 

音量値の表示を数値に変更する . 

購入時の状態（初期設定）に戻す （ RESET 機能）., 

へッドホンを使う . 

録日*録画 . . 

リモコンでテレビや DVD レコーダーなどを操作する 

テレビを操作する . 

ケーブルテレビを操作する . 

2つ以上の当社製機器（ミニコンや AV アンプなど） 

をお使いの場合 . 

ブルーレイディスク / DVD レコーダーを操作する... 
ブルーレイディスク / DVD プレーヤーを操作する... 
リモコンコードを入力して他の機器を操作する.…… 

ラジオを聞く . 

放送局を記憶させて聞く . 

自動で記憶させる（オートメモリー） . 

手動で記憶させる（マニュアルメモリー） . 

メモリーした放送局を聞く . 

周波数を合わせて放送局を選ぶ . 

ラジオ受信中に雑音が多いとき . 


テレビや DVD などをサラウンド音声で聞く 

ドルビー プロ ロジック ネオ 

Dolby Pro Logic nx / NE 0:6/ 

サウンドフイールドコントロール 

SFC (Sound Field Control ). 

リモコンで操作する音質 • 音場効果 . 

Dolby Pro Logic nx の“ MUS / tT をさらに調整する 
NE 0:6 の “ MUSIC ” をさらに調整する 

便利謂能 . 

スピーカーの 音量調整をする . 


ホームシアターが 簡単に楽しめる 

付 ihcra . 

各部のはたらき . 


ご參考 

その他の情報 . 46 

用語解説 . 48 

仕様 . 49 

こんな表示が出たら . 49 

故障かな!？ . 50 

Q&A (よくあるご質問） . 51 

お手入れ . 51 

保証とアフターサービス（よくお読みください）… .54 
さ < いん . 裏表紙 
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準備 

接続する . 14 

基本の接続 . 14 

HDMI 端子のある機器を接続する . 14 

映像 • 音声端子に接続する （ HDMI 端子のない機器を接続する）.. . 15 

S 映像 • 音声端子に接続する . 16 

D 端子（コンポーネント端子） • 音声端子に接続する...17 
その他の接続 . 18 

アナログ音声を楽しむ . 18 

高音質なアナ□グ音声を楽しむ（アナ□グ 8CH 接続） ...... 18 

CD プレーヤーを接続する . 18 

録音や録画をする場合の接続 . 19 

ビデオカメラなどを接続する . 19 

その他のスピーカーの接続 . 20 

バイワイヤー対応のスピーカーを接続する . 20 

2組目のフロントスピーカー（スピーカ ーB) を接続する.…20 

SH-FX70 を使用する . 21 

ラジオのアンテナを接続する . 21 

測定マイクを使って自動的にスピーカー設定をする ..... 22 

楽しむ 

再生する . 24 

基本の再生 . 24 

SH - FX 70 でサラウンドスピーカーなどをワイヤレスにする.. .25 

SH-FX70 を2台使用して、 7. 1チャンネル再生をする….25 
ワイヤレスのスピーカーを別の部屋などで使用する.…25 

スピーカー巳を使う . 25 

アナログ 8 CH 接続した場合の再生 . 25 

テレビのスピーカーだけで楽しむ . 25 

7.1 チヤンネルパーチヤルサラウンド再生を楽しむ …..… 25 

お好みで 


も < じ 


r 安全上のご注意」を必ずお読み 

<ださい。 (今52、53ページ） 


ます 


スピーカーを 設置する . 7 

スピーカーを 接続する . 8 

HDMI ケーブルでテレビ、ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダーを接続する . 10 

DVD やテレビを見る . 12 


かんたんガイ 
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まず 準備 楽しむお好みでご参考 



















































































































付属品 


付属品を確認してください。 



• 付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談ください。 
•かっこ【】内は、買い替え時の品番です。 

(品番は2008年6月現在のものです。品番は変更さ 
れることがあります。） 

•電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでくださ 
し、また、他の機器の電源コードを本機に使用しないでください。 

• 包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をし 
てください。 


付属品は販売店でお買い求めいただけます。 
パナソニック グループのシヨ ッビングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものもあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 


Pana>ense 


http://www.sense.panasomc.co.jp 



電源 コー ド （1 本）測定マイク (1 コ) FM 簡易型アンテナ （1 本） AM ル-プアンテナ （1 本） 

[K2CA2CB00002] [L0CBAB000128] 【 RSA0007 】 [N1 DAAAA00002] 


□ □ 


^ ^ ) 

g)) 

兀ン w 力 rt -( n ) リモコン用 乾電池 

[ RGK 2137- K ] (単3形： 2コ) 


□ 



U モコン （1 コ） 

[N2QAKB000071] 


各部のはたらき 


本体 


マルチチヤンネル LPCM フォーマツ- 
卜を再生しているときに点灯 

ブルーレイディスクなどの高音質フォー 
マツトを再生しているときに点灯 


バイアンプが働いているときに点灯（― 4フページ) 


サラウンド再生の入/切（サラウンド再生になつている 
場合は、ランプが点灯します。） （■» 27ページ） 


マルチチヤンネル再生になつている以 
下のようなときに点灯 

• マルチチヤンネルソースを再生し 
ているとき 

• 2チャンネルソースなどに音質•音 
場効果を使用しているとき 


電源コー I 
点灯 


電源の入,.’切 


へッドホンを接続39ページ) 
測定マイクを接続（― 22ページ) 


ビデオカメラなどを接続 （今 19ページ) 



ワイヤレスシステム （ SH - FX 70) を使用できる条件の 
ときに点灯 

入カ ソースの 切り換 
え（―13、24、39 
ページ） 

音量を調整 
い13、24, 39 
ページ） 

放送局を選ぶ 
い45ページ） 

初期設定の操作 
(■^ 34ぺージ） 

自動スピーカー設定機能を働かせた 
ときに点灯（今22ページ） 


フロントスピーカーの選択 
(—22、24、25ページ） 
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表示部 


2チャンネルミックスが働いてい 
るときに点灯（—25、39、47 
ページ） 


ラジオ表示 


単位表示 


r - おやすみタイマーを使用しているときに点灯（―35ページ） 


201 MIX 1 TUNED MONO ST m 1 SLEEP PCM 


スピーカー 

BI-WIRE 

ra m 

jn __ 隙__齡_题题 £ 

デジタル入力 
丌 S96/24DTS-ESMC 
□□DIGITAL EX ロロ EX 
□□PLExNE0:6 SFC 


使用するフロントスピーカーを表示 情報表示 

い13、22、24、25ページ） 


周波数単位 


きやデコード機能が働いている 
ときに点灯 （今 46ページ） 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビー 
ラボラトリーズの商標です。 


HDMI、HDMI □ゴ、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標 
または、登録商標です。 


米国特許番号5,451,942; 5,956,674; 5,974,380; 
5,978,762; 6,226,616； 6,487,535および、その他米 
国ならびに外国で発行または保留となっている特許に基づく 
許諾製品です。 DTS は、 DTS 社の登録商標であり 、 DTS 
□ゴ，シンボル， DTS-HD および DTS-HD Master Audio 
は、同社の商標です。© 1996-2007 DTS , Inc . 無断複写- 
複製 • 転載を禁じます。 


HDAVI Control ™ は商標です。 
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ル-プ了炉 

畑 ^^0 


I 

電源 排気孔 コンポーネント端子映像端子 

い10ページ）（冷却フアン）い17ページ） （―15、19ページ) 


音声端子（—9、14アンテナ端子 
~19ページ） （― 21ページ） 


■ J モコン 


アンプの電源ポタン- 

入カ ソースを 切り換える， 
い24、39ページ） 

FM 局と AM 局を切り換- 
える（― 44、45ページ） 

チヤンネル入力 
テレビ/ケーブルテレビ 
い40ページ） 

ブルーレイ ディスク/ 
DVD レコーダー 
い41ページ） 

ラジオ（― 44ページ） 
トラックやチヤプターを選ぶ 
ブルー レイディスク/ 
DVD レコーダー 
い41ページ） 

ブルー レイディスク/ 
DVD プレーヤー 
い42ページ） 


スピーカーの 音声出力を確 
認する（―12ページ）/ 
測定マイクを使用して設定 
する（― 22、23ページ） 
スピーカーの 音量調整を 
する（― 29ページ） 

サラウンド音声で聞く 
い26〜28ページ） 


電源 


AV 機器 BD/DVD 

商 


通換 FM/AM 


ケ - ブ碰 • BD/DVD 

LJ - Qd ^ 

ーアナログ 8CK 


3 ] 囵囹 
囡囹囹 

a 哪 
H \ u]W 

. 7 十 n づ一仙 |—^||, RQ 



-入カソースの電源を「入 
/切」する/入カソースを 
切り換える/リモコンの 
操作モードを切り換える 
い40〜43ページ） 

-8 チャンネル再生する 
い25ページ） 

.チャンネル選択 
テレビ/ケーブルテレビ 
い40ページ） 

ブル-レイディスク/ 

DVD レ]-ダ-い41ベ-ジ） 
ラジオ（今44ページ） 

-音量を調整（―12、 

13、24、39ページ） 

時的に音を消す 
い29ページ） 

他の機器の操作 
(― 31、40〜42 
ページ） 

サウンドメニューの操作 
32、33ページ）/ 
初期設定の操作 
い34ページ） 

サウンドメニューの選択 
(― 32、33ページ） 

テレビの操作 
い40ページ） 

情報を表示する 
い29ページ） 

初期設定項目に入る 
い34ページ） 


リモコンに乾電池を入れる 

ふたのふちを押しながら開ける 



㊉ と ㊀ を 
確認！ 

(単3形） 


ふたを閉めるときは、 
入れる 


こちら側から先に 


リモコンの使いかた 

リモコン受信部 


一- — 

：°r v t r t Vi 


m i 〇〇 

^ — A 


◎ (@ (Q 盖 穿 ) 

、し 二 i - 

\ 


30。 30。 


正面で約7 m 以内 
_ (使用範囲は角度により 
異なります。） 


送信部 

使用上のお願い 

• 受信部とリモコンの間に障害物を置かな 
い。 

• 受信部に直射日光やインバーター蛍光灯の 
強い光を当てない。 

• 受信部と送信部のほこりに注意。 

本体をラックに入れて使用する場合 

ラックのガラス扉の厚さや色などに 
よって、リモコンの動作範囲が短くな 
ることがあります。 


デジタルトランス 
ミッター端子 
い21ページ） 


~1 

デジタル入力端子 

(今 10 、 11 ' 

14〜18, 31 
ページ） 


本体後面 


スピーカー端子 HDMI 端子 S 映像端子 

(—8、9、20ページ） い10、11、14、31ページ） （―16、19ページ) 


aa 

W3 

(BD/DVD U 

H=imi 

Mi Xh 

1^3 1^3 

) (BD/DVD プレーヤー） <ケ_ブルテレビ > 





s ⑩㉚ 




1 

D 1 — 

j a- 


迦 

圖圖 1 

BOTVDLO-iH SMffi フ 1HH (テ 



まず 


付属品/各部のはたらき 
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かんたんガイド 

ホームシアターを楽しむための代表的な接続、再生方法を説明していま 
す。 

參接続するときは、各機器の電源を切ってください。 

參接続する各機器の説明書もご覧ください。 

參本機の上には物を載せないでください。 




スピーカーを設置する ぃ7ペ-ジ） 

正しい設置方法で、より良い音質が楽しめます。 


© 



スピーカーを接続するい 8、 9ぺ-ジ） 

7.1 チヤンネルの高音質音声を楽しむためのスピーカー 
接続ができます。 



6 



HDMI ケープルでテレビ、 

ブルーレイディスク / DVD レコーダーを 

接続する (― 10、11 ページ） 

HDMI 接続するにはテレビとブルーレイディスク/ 

DVD レコーダーの両方に HDMI 端子が必要です。 



DVD やテレビを見る い12、13ぺ-ジ) 

DVD やテレビがサラウンドで楽しめます。 
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スピーカーを 設置する 


本機では、5.1、6.1、 7.1 チヤンネルなどの再生ができます。 

このページでは、 7.1 チヤンネル再生のスピーカー設置を例に説明しています。 

視聴位置から各スピーカー（サブウー八一を除く）を同じ距離に設置するのが理想です。 

同じ距離に設置できない場合は各スピーカーと視聴位置との距離を測り、「距離の設定をする」35ページ）を行うか、または、 
「測定マイクを使って自動的にスピーカー設定をする」（― 22、23ページ）を行ってください。 

(配置列：フロント2本、センター1本、サラウンド2本、サラウンドパック2本、サブウーハー1本） 

図 中の®〜 圆は次べージの「スピーカーを接続する」 の®〜 0と対応しています。 


回フロント 

スピーカー （左） 


同 I ピーカー 0 フロ。ント 

スピ _ 力 _ (右） 


0アクティブ 
サブウー八 




回サラウンド 
スピーカー （左) 



回サラウンド スピーカー （右） 


E サラウンドパック 
スピ _ 力 _ (右） 


适]サラウンドバック スピーカー （左） 


フロント スピーカー （® 右、圍左） 

テレビの左右に置き、視聴位置で（実際に椅子に座るなどして）映像と音声の動きが合うように、位置や角度を調整してください。 

| c ] センタースピーカー 

テレビの真上か真下に置き、視聴位置での耳の高さへまっすぐに向けてください。 

設置しない場合は、センターの音声はフロントスピーカーに分配されて出力されます。 

サラウンドスピーカー（回右、国左） 

視聴位置の左右（横またはやや後ろ）に設置してください。 

設置しない場合は、サラウンドの音声はフロントスピーカーに分配されて出力されます。 

サラウンドバックスピーカー （0 右、回左） 

視聴位置の後ろに、耳の位置より1 m ほど高く設置してください。 

設置しない場合は、サラウンドバックの音声はサラウンドスピーカーまたは、フロントスピーカーに分配されて出力されます。 

囲アクティブサブウーハー 

テレビから遠く離れない程度の適当な位置に置いてください。 


〇〇 (お知らせ) 〇〇 

すべてのスピーカ_は正面を視聴位置に向けて設置してください。 


かんたん 

ガイド 


スピ—力—を設置する 


7 


RQT9222 
























ス ピーカーを 接続する 


スピーカーコー ドの接続方法 


2 

スピーカー端子 


スピーカーコード 
の先端の ビニール 
部分は、ねじりな 
がら抜き取りま 
す。 



參•參 

•左、右と（©、 e ) をご確認の上、正しく接続して 
ください。誤った接続をすると故障の原因になり 
ます。 

• スピーカ _コ_ドを シヨー トさせないでくださ 
し、。回路が破損する恐れがあります。 



バナナプラグ （市販） の接続 


スピーカー端子を右に回して しつ 
かり締めつけ、端子の穴にプラグ 
を挿入してください。 



巧]フロントスピーカー回フロントスピーカー 
( S ) (左） 


@センタースピーカー 




7 




本機背面 


图 D 


スピーカーインピーダンス 

フロント A : 

4〜16 C 1 

センター： 

6〜16 Q 

サラウンド： 

6〜16 Q 

サラウンドパック 

: 6〜16 Q 


囿 固 


1 L 乂は眺 WBS)I 

切; icacni 

_ 

__ 

6-1 6 Q 

_ 
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OC X お知らせ) 00 

• スピーカーを新しく接続し直したときには、必ず「測定マイクを使って自動的にスピーカー設定をする」22、23ページ）を行っ 
てください。 

•インピーダンスが4 Q のスピーカーを接続する場合には、必ず36ページの「スピーカーのインピーダンス設定をする」で 
"4 OHMS '' に設定してください。 


RQT9222 









































































使用するケーブル 


スピーカーコード （別売） 


モノラルピンコード（別売） 


㊉ 

㊀ 


> 


< 


㊉ 

㊀ 


< lOnniD- 


卜 


0 > 


6.1 チャンネル再生のスピーカー設置にするとき 
は、サラウンドパックスピーカーを（左）側の 
スピーカー端子に接続してください。 


回サラウンド スピーカー 国サラウンド スピーカー 
( S ) (左） 


® サラウンドパック 
スピーカ_ (右） 


适]サラウンドパック 
スピーカー （左） 


JL 

㊀㊉ 


JL 

㊀㊉ 


JL 

㊀㊉ 


JL 

㊀㊉ 



かんたん 

ガイド 


スピ I 力 I を接続する 


9 


RQT9222 






































































































































HDMI ケーブル（別売） 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 

[品番： RP - CDHG 10 (1.0 m )、 RP - CDHG 15 (1.5 m )、 

RP - CDHG 20 (2.0 m )' RP - CDHG 30 (3.0 m ) など] 


0 




立 

声 


光デジタルケーブル（別売） 

[品番: RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 


招 IIN - 
角形 




別売品の品番は、2008年6月現在のものです。品番は変更されることがあります。 



本機背面 















ご家庭の電源コンセント 
(AC 100 V 、50 / 60 Hz ) 




電源コードは、他の接続がすべて終わってから、最後に 
コンセントへ接続してください。 

• 電源プラグをコンセントに接続した状態で約 0.6 W の電力を消費してい 
ます。長期間使用しないときは抜いておいてください。 

• 電源プラグを抜いても、本機の各種設定は記憶されます。 


® HDMI ケープルでテレビ、プルーレイデイ 
スク / DVD レコーダーを接続する 


使用するケーブル 


映像と音声 































































































別売品は販売店でお買い求めいただけます。 
パナソニックグループのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものもあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 


Pawa 5 cwsc 

http://www.sense.panasonic.co.jp 


テレビ 



デジタル音声出力（光） 







ノ 


テレビの音声をサラウンドで聞く 
場合に必要です。 

•アナログ音声を出力するときは、14 
ページの®の接続をしてください。 

• テレビの音声をサラウンドで楽しむ 
場合に接続し、テレビのデジタル音 
声出力を"自動"に設定してください。 


光デジタルケーブルの接続方法 



形状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急な角度に折り曲げないでください。 


スタンパイスルー機能 


このページの接続のまま、本機の電源を「切」にする 
と DVD などの音声をテレビの スピーカーから 聞くこ 
とができます。（深夜などに本機を使用せずに DVD 
などをお楽しみいただくときに便利な機能です。） 


r 


HDMI 
映像 • 音声出力 




0 t ■►画 r 


ブルーレイディスク /DVD レコーダー 


00 (お知らせ) 00 

•HDMI □ゴ»表紙）のある 「High Speed HDMI ™ ケーブル」をお買い求めください。 

• 108 Op 出力時は、 5.0 m 以下の HDMI ケーブルをおすすめします。 

•本機は、ディープカラーをサボートしています。 

• HDMI 端子とデジタル端子 （—15 〜18ページ）の両方を接続している場合、 HDMI の音声信号が優先されます。 




[サラウンド]ランプ 





十 一 L 1 〇〇 


了 


電源6/1 •- 

叫 

l9A9..9) 


- - 

- - - . 


V . 


\_ サラ5ント*^! 


接続が終わったら 


電源6/1 


を押して、本機の電源を入れる。 


2. を押して、サラウンド再生になるように 

設定してください。（― 27ページ） 

•設定されると、[サラウンド]ランプが点灯します。 

• 2チヤンネルソースをサラウンド再生できます。 




ノ 


かんたん 

ガイド 


HDMI ケ—ブルでテレビ、ブル—レイディスク/ DVD レコ—ダ I を接続する 


RQT9222 































































































































DVD やテレビを見る 


テレビの電源を入れ、本機を接続した入力 （[ HDMI ] など）に切り換える。 

mm ランプ [サラウンド]ランプ 

_ ) 











® i 


て@ ◎⑨⑨) 


I サラウンド 丨 [スピーカー A ] 


スピーカーの 音を確認する 

テスト信号で、音声の出力を確認できます。 

電源 

1. q を押して、本機の電源を入れる 

2. で U TV " または “ BD / DVDR ." 以外の入力を 
選ぶ 


3. 


音重 


で一 30 dB から一 35 dB 程度の音量にする 


4. 苗^を押して、接続したすべての スピーカー から 
音が出ているか確認する 

• 下記の順にスピーカーが表示されます。（接続し 
たスピーカーの表示のときのみテスト信号が出 
力されます。） 

L -* C -* R ~^ RS -* SBR ~* SBL -* LS -* SUBW 

I _I 

各スピーカーの音量がフロントスピーカーの音量とパ 
ランスが合わないと感じた場合は、29ページを参照 
して、スピーカーの音量調整をしてください。 

5. _を押して、テスト信号を止める 
で通常聞く音量にする 


6 . 


音重 


電源 



〇 


画 

BD/DVD 

1レ]-ダ A 


入力切換 

口 


立巨 

日里 


一才一卜 
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-1 

-2 

3 


本機の電源を入れる 

電源 

Q を押す 


'電源を入れると[待機]ランプが消灯します。 

本体の表示部に " ra " が表示されているか確認してください。 
表示されていない場合は、[スピーカ _ A ] を押してください。 

■ [サラウンド]ランプが点灯していることを確認してください。 
点灯してし)ない場合は、本体の[サラウンド]を押してサラウンド 
再生になるように設定してください。（—11、27ページ） 


u TV n または U BD/DVD R .， 

♦BB 

を 

1丁レヒ 1 または | を押す 


DVD を再生する 
または 

テレビのチヤンネルを選ぶ 

• いろいろな音質 • 音場効果を楽しむことができます。 

0 26〜28ページ） 

音量を調整する 


+ 

古白 

日里 

を押す 

音量の範囲： -- dB (最小)、 _ 79 dB 〜 OdB (最大） 


再生を楽しんだ後は 

音量を下げてから[電源]を押して、電源を切ってください。 




本体で操作する場合 



電源6/1 




本機の電源を入れる 


u TV n または 
U BD/DVD R . n を選ぶ 

DVD を再生する 
またはテレビのチヤンネル 
を選ぶ_ 

音量を調整する 





DVD やテレビを見る 


3 


かんたん 
ガイド 


RQT9222 
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接続する 


參接続するときは、各機器の電源を切ってください。 
參接続する各機器の説明書もご覧ください。 

參本機の上には物を載せないでください。 


基本の接続 


HDMI 端子のある機器を接続する 


使用するケーブル 


映像/音声 

音声 

HDMI ケーブル(別売) 

[品番： RP - CDHG 10 (1.0 m)s 
RP - CDHG 15 (1.5 m )、 
RP - CDHG 20 (2.0 m )、 
RP - CDHG 30 (3.0 m ) など] 
01- - -10 

光デジタルケーブル（別売） 

[品番: RP - CA 201 〇 (1.0 m ) など] 

ステレオピンコード（別売） 

[品番： RP - CAP 3 G 10 (1.0 m ) など] 

(左ノ白 

角形 

(右）赤 


別売品の品番は、2008年6月現在のものです。品番は変更されることがあります。 

■ HDMI ケーブルについて 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 

• HDMI □ゴ〇表紙）のある 「High Speed HDMI ™ ケーブル」をお買い求めください。 
• 108 Op 出力時は、 5.0 m 以下の HDMI ケーブルをおすすめします。 

•本機は、ディープカラーをサボートしています。 


テレビの音声をサラウンドで聞く場合は、お持ちの機器に合わせて0または®の接続をしてください。 



OC X お知らせ) 00 

• HDMI 端子とデジタル端子（―15〜18ページ）の両方を接続している場合、 HDMI の音声信号が優先されます。 
•HDMI 3端子の設定は、接続する機器に応じて変更できます。（― 37ページ） 














































































































B 央像 • 音声端子に接続する (HDMI 端子のない機器を接続する） 

使用するケーブル 

映像 

音声 

ビデオコード （別売） 

[品番： RP - CVP 0 G 10 (1.0 m ) など] 

光デジタルケーブル （別売） 

[品番： RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 

ステレオピンコード （別売） 

[品番： RP - CAP 3 G 10 (1.0 m ) など] 
=□0=10^ 严=〇〇=» (左 ） U 

f = (右）赤 


角形 

別売品の品番は、2008年6月現在のものです。品番は変更されることがあります。 


テレビの音声をサラウンドで聞く場 
合は、お持ちの機器に合わせて14 
ページの❹または®の接続をして 
ください。 


本機背面 



ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー 


ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダー 


ビデオデッキ 


ゲーム機 


BS デジタルチューナー 
または CS チューナー 

ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを接続する場合 ( DVD/VHS 専用端子がある場合の接続です。） 

DVD 専用出力端子側は上記 ① の接続をしてください。 DVD / VHS 専用出力端子側は上記 ② の接続をしてください。 

00 (お知らせ) 00 

• HDMI 接続10、11、14ページ）をしている場合には、この接続は不要です。 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•デジタル入力端子の設定は、接続する機器に応じて変更できます。（~>37ページ） 



光デジタルケーブルの 
接続方法 



形状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急な角度 
に折り曲げないでく 
ださい。 


別売品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソニックグループのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものもあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 http :// www . sense . panasonic . co.jp 



■ 基本の接続で再生ができます。24ページ） 

高画質接続がしたいときは（+16、17ページ） 

アナログ音声を楽しみたいときは（分18ページ） 

その他の機器などを接続したいときは18〜21ベージ） 



準 

備 


接続する 
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接続する (つづき) 


參接続するときは、各機器の電源を切ってください。 
參接続する各機器の説明書もご覧ください。 

參本機の上には物を載せないでください。 
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S 映像 • 音声端子に接続する 


使用するケーブル 


映像 


S 映像コード （別売）[品番： RP - CVS 0 G 10 (1.0 m ) など] 


音声 


光デジタルケーブル （別売） 

[品番: RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 


角形 


-GHlIllalD 3 


ステレオピンコード （別売） 

[品番： RP - CAP 3 G 10 (1.0 m ) など] 


句 IQjidn 


(左）白 


/qininr >=> 

"^* nDn ®* => (右）赤 


別売品の品番は、2008年6月現在のものです。品番は変更されることがあります。 

テレビの音声をサラウンドで聞く場合は、お持ちの機器によつ 



ビデオデッキ BS デジタルチューナー 
または CS チューナー 


ブルーレイディスク/ ブルーレイディスク/ 

DVD プレーヤー DVD レコーダー 

〇〇 (お知らせ ) 00 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•デジタル入力端子の設定は、接続する機器に応じて変更できます。 （—37 ページ） 


ゲーム機 

















































































































































































別売品は販売店でお買い求めいただけます。 
パナソニックグ)レープのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものもあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 


Pawa 


http://www.sense.panasomc.co.jp 


D 端子（コンポーネント端子） • 音声端子に接続する 


D 端子（コンポーネント映像端子）は S 映像端子16ページ）よりも忠実に色を再現できます。 

使用するケーブル 


映像 


D 端子ピンケーブル （別売）[品番: RP - CVCDG 15 (1.5 m ) など] 
. I DJ | 

43 — r し in 


コンポーネント映像コード（別売）[品番： RP - CVPCG 10 (1.0 m ) など] 


-^ -=±= 

HP 3 


光デジタルケーブル （別売）[品番： RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 

•dglCED - 〇 33]||§°> 

角形 


ステレオピンコード （別売）[品番： RP - CAP 3 G 10 (1.0 m ) など] 

严 CD = (左）白 
(右）赤 


cnrimiDs, 

e ^lpnnK 


別売品の品番は、2008年6月現在のものです。品番は変更されることがあります。 

テレビ 



D 1 〜 D 5 
映像入力 

L 310 IU 


S 


テレビの音声をサラウンドで聞 
く場合は、お持ちの機器に合わ 
せて14ページの❽または® 
の接続をしてください。 

參コンポーネント端子と接 
続する場合は、コンポー 
ネント映像コード(別売） 

を使ってください。 


本機背面 


光デジタルケーブルの 
接続方法 



形状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急な角度 
に折り曲げないでく 
ださい。 








「二 , 

I knn.n 




Jlk'jVi'Sa Its； y.fM' 


野！ 


© 

:匚 






ク V 


■1 


® ® _ i) gBiiSdj — 

デジタ tT 












1^1 


% 

% 


r 












i 


u 


デジタル音声 
出力（光） 


I mu 

D 端子 
出力 


V 



r 


I 


ブルーレイ ディスク 
DVD レコーダー 


□[ 



BS デジタルチューナー 
または CS チューナ ■— 


ブルーレイディスク 
DVD プレーヤー 


コンポーネント映像端子について 

コンポーネント映像端子（色差映像端子）は、赤 （ Pr / Cr )、 青 （ Pb / Cb )、 輝度 （ Y ) 信号がそれぞれ独立して出力されるため、色を 
より忠実に再現します。本機のコンポーネント映像端子は Y 、 Pb 、 Pr または Y 、 Cb 、 Cr のコンポーネント映像に対応しています。 


OO C お知らせ) 0。 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•デジタル入力端子と、コンポーネント3端子の設定は、接続する機器に応じて変更できます。（― 37ページ） 
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準備 


接病する(つづき) 











































































































































































-©1 

I 






© 




= r 


o 




m \ 








I _ 

'W I 

二; _^ _;_ - -'.' ■ _T -口， | 





卷 ffi ) パック 
# (左） 

•S サラゥンド 

售 ® フロント 

#06) フロノト 




ブルーレイディスク, 
DVD プレーヤーなど 


OC X お知らせ) 00 

• 再生については25ページをご覧ください。 

• HDMI 接続（―10、11、14ベージ）をしている場合には、この接続は不要です。 



CD プレーヤーを接続する 


お持ちの機器やお好みに合わせて、デジタル音声出力（同軸 ）（©) またはアナログ音声出力（⑧）のいずれかに接続してください。 

本機背面 



- /1^〇= 

c=^m]pIIQiir 


^デジタル 
音声出力 
(同軸) 


CD プレーヤー 


_，（左) 
，- #0&) 


音声出力 


18 〇〇 ⑦知らせ) 〇〇 

，デジタル入力端子の設定は、接続する機器に応じて変更できます。（― 37ページ） 


RQT9222 



接続する 


(つづき） 


使用するケーブル 


映像 

ビデオコード （別売）[品番： RP - CVP 0 G 10 (1.0 m ) など] 

S 0央像コード （別売） 

[品番: RP - CVS 0 G 10 (1.0 m ) など] 

n ^ r . 

声 

同軸デジタルケーブル （市販） 

ステレオピンコード （別売） 

[品番： RP - CAP 3 G 10 (1.0 m ) など] 

/am=QO= (2 e ノ白 
=■11™^ (右）赤 

別売品の品番は、2008年6月現在のものです。品番は変更さ 

11ることがあります。 


お持ちの機器やお好みに合わせて、アナログ接続をしてください。映像コードの接続については15〜17ぺージをご覧ください。 

本機背面 




❹ 17#| 

ksi - 

-- - 



ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー 


ブルーレイ ディスク/ 
DVD レコーダー 


L ~ I 
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映像コードの接続については15〜17ページをご覧ください。 

本機背面 





センター 
#サブウー八一 

■#(£) サラウンド 




參接続するときは、各機器の電源を切ってください。 
參接続する各機器の説明書もご覧ください。 

參本機の上には物を載せないでください。 


高音質なアナログ音声を楽しむ（アナログ 8 CH 接続) 


アナログ音声を楽しむ 


その他の接続 











































































































































別売品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソニックグ)レープのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものもあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 http :// www . sense . panasonic . co.jp 


Pawa 


録音や録画をする場合の接続 


音声や映像を BD / DVD レコーダー出力端子（音声、映像、 S 映像）に接続した機器に、録音や録画ができます。 
詳しくは39ページをご覧ください。 


本機背面 



I I 

-^- 1 


©ば像 

m ClD ]^ - - 映像入力 
(左） 



-#( 右) 


音声入力 


ブルーレイ ディスク/ 
DVD レコーダー など 


I 


OO C お知らせ) 00 

録音元の機器は、録音先の機器と同系統のケープルで接続してください。 


ビデオカメラなどを接続する 


-時的に接続したし)場合に便利です。 


〇〇 ⑦知らせ) 〇〇 

•テレビと接続した映像ケーブルと同系統のケーブル（©または®)を1つ選んで接続してください。 



準備 


接続する(つづき) 
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接続する 


(つづき) 


參接続するときは、各機器の電源を切ってください。 
參接続する各機器の説明書もご覧ください。 

參本機の上には物を載せないでください。 


その他の スピーカーの 接続 


バイワイヤー対応のスピーカーを接続する 


フロントスピーカーをバイワイヤー接続した場合、必ず「バイワイヤー接続の設定をする」 で'' YES " に設定36ページ) 
してください。この設定をしないと、適切に音声が出力されません。 


本機背面 



左フロント 
スピーカー （後 面) 


スピーカーコード 

(別売） 


00 知らせ) 00 

• 必ず HF をフロント B 端子側、 LF をフロント A 端子側に接続してください。 

• アナログ音声や2チャンネルの PCM 信号を2チャンネル再生させると、高周波域と低周波域で別々のアンプを使う、より明 
嘹で高音質なバイアンプステレオサウンドを楽しむことができます。（― 47ページ） 

•インピーダンスが4 Q のスピーカーを接続する場合には、必ず36ページの「スピーカーのインピーダンス設定をする」で 
"4 OHMS " に設定してください。 

•46 ページの「バイワイヤー対応のスピーカーを接続するときのお知らせ」もご覧ください。 


2組目のフロントスピーカー（スピーカー巳）を接続する 

他の部屋に2組目のスピーカーを設置して、音楽を楽しみたいときなどに使用します。 

本機背面 



00 知らせ) 00 

•インピーダンスが4 C 1 のスピーカーを接続する場合には、必ず36ページの「スピーカーのインピーダンス設定をする」で 
.4 OHMS " に設定してください。 

• 47 ページの「スピーカ ー B についてのお知らせ」もご覧ください。 
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別売品は販売店でお買い求めいただけます。 
パナソニックグ)レープのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものもあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 


Pawa 


http :// www . sense . panasomc . co.jp 


SH - FX 70 を使用する 


本機では、当社製 SH-FX70 (デジタルトランスミッターとワイヤレスシステムのセット：別売）を使用して、左右サラウンド 
スピーカーをワイヤレスにして楽しめます。（令25ページ） 

本機のデジタルトランスミッター端子にデジタルトランスミッターを差し込み、別売のスピーカーを SH-FX70 ワイヤレスシス 
テムに接続します。詳しくは、 SH-FX70 の取扱説明書をご覧ください。 

本機背面 

デジタルトランスミッターの挿入のしかた 

①左右のくぼみを強く押す 



00 (お知らせ) 00 

[マルチルーム] 

• サラウンドスピーカーをワイヤレスにしていない場合は、本 
機に接続したスピーカーでサラウンド再生をしながら、別の 
部屋でワイヤレスのスピ_力_を使用して音楽を楽しむこと 
ができます（マルチルーム）。 

• マルチ ルームで 楽しむ場合は「ワイヤレス スピーカー の設定 
をする」 で 必ず "MULTI ROOM " に設定して下さい。 

(今37ページ） 

• マルチルームで SH-FX70 を使用する場合は、 SH-FX70 
のサラウンドセレクターを「5.1チヤンネル再生で使用する」 
設定に切り換えて下さい。 

•詳しくは SH-FX70 の取扱説明書もご覧下さい。 


ラジオのアンテナを接続する 



②ふたをはずす 


<ぼみ 

•ふたが飛び出ることがあ 
るので注意してくださ 

し'！。 


③ラベル面（ねじが4つある面）が手前になるよ 
うに奥まで挿入する 

ラベル 



デジタル 
トランスミツ ター 




[7.1 チヤンネル再生] 

• SH-FX70 を2台使用するとサラウンドスピーカーとサラウ 
ンドバックスピーカーをワイヤレスにして、 7.1 チヤンネル 
再生を楽しむこともできます。その場合は、必ず ID 番号を 
設定して下さい。25ページ） 

•7.1 チヤンネル再生にする場合は、 SH-FX70 側でサラウン 
ドセレクターの設定が必要です。 

•詳しくは SH-FX70 の取扱説明書もご覧下さい。 


アンテナを接続したあと、実際に放送を受信して（― 44、45ページ)、雑音の少ない位置に設置してください。 

テープで壁や柱などに止める 
i AM ループアンテナ （付属） 

^ maais ： アンテナ線がブルーレイディスク /DVD レ 

コーダー やブルーレイディスク /DVD プレー 
ヤーなど、他の接続機器のケーブルに接触 
しないよう、遠くに設置してください。 

FM 簡易型アンテナ 

(付属） 

最も受信しやすい場所 
に固定してください。 




FM 屋外アンテナの利用 

• 山間部や鉄筋コンクリート建てのビルの中などで、電波を受信しにく 
い場合は、屋外アンテナを接続してください。 

•アンテナ線（同軸ケーブル）をアンテナプラグ（市販）に取り付けて、 
本機背面に接続します。付属の FM 簡易型アンテナは外してください。 



アンテナプラグ 


00 ⑦知らせ) 00 

分配器でテレビのアンテナと本機に接続する FM 屋外アンテナを共用す 
ると、テレビ画面の乱れの原因になる場合があります。 


0 ^ 



FM 屋外 
アンテナ 


準備 


接続する(つづき) 
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❹⑨)氣％ f J I 


•[自動 スピーカー 設定]ランプ 


本機の電源を入れる 

[電源]を押す 

•電源を入れると[待機]ランプが消灯します。 

•本体の[電源 6/1] を押すことでも電源が入ります。 

本体の表示部に “ ra ” が表示されているか確認する 

• " ra " が表示されてし)なし)場合は、[スピーカ ー a ] を押してください。 


測定マイク（付属）を端子に接続する 



測定マイク 

測定マイク（付属）を設置する 

• 安定させるためにできるだけ平らな面に設置して 
ください。 

例：視聴位置と同じ高さの水平な台やソファの背 
もたれの上など 

• 視聴位置と高さを合わせてください。 

• 最良な結果を得るには、カメラなどの三脚を使用 
してください。 

設定を開始する 



リモコンの 


カメラなどの三脚 


[ーオート、テスト]を約2秒間押し 
たままにする 

• [自動スピーカー設定]ランプが点滅します。 

• 設定中に他の操作をすると、設定が中止になります。 

•途中で中止する場合は、[一才一卜、テスト]を押してください。 

設定を終了する 

•終了すると" CCWWPLE 7 T ” が表示され、[自動スピーカー設定]ランプが点灯します。 
• 'COMPLETE 表示後に他の操作をすると、通常動作に戻ります。ただし、設定 
は記憶されます。 


リモコンの 


[—オート、テスト]を押す 

' 操作を終えたら、測定マイクを取り外してください。 


テレビは消音してください。 

サブウー八一を接続している場合は、必ず電源が入っていることを確認してください。（サブウー八一によっては自動的に電源 
が切れている場合があります。） 

サブウー八一の音量は通常使う設定にしてください。 

パイワイヤー接続している場合（今20ページ）は、必ず先に「バイワイヤー接続の設定をする」で "YES” に設定（分36ペー 
ジ）してから、自動スピーカー設定を行ってください。 


[待機]ランプ- 


► I スピーカー A ] 


測定マイクを使：)て自 SKI にスピ-力-齪をする 

付属の測定マイクを使って視聴位置までの距離、接続したスピーカーの極性やサイズなどを測定し、補正します。 

設定中はなるべく音を立てないようにしてください。話し声やエアコンの音、風の音などでエラーや誤った設定と 

なる場合があります。また測定中は大きなテスト音が出ます。小さなお子様は部屋に入らないよう、ご配慮ください。 


準備 



RQT9222 





































































(^=設定後、[自動スピーカー設定]ランプが消えている場合 

各種設定の変更などにより、自動スピーカー設定が無効になつています。 
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自動スピーカー設定では以下の設定が自動でできます。 

距離： 視聴位置から各スピーカーまでの距離を測定し、視聴位置に届く音の遅延時間を補正します。最大15 m 

まで補正します。 

極性： 各スピーカーの極性を調べ、間違っている場合は補正します。 

極性を自動補正したくなし)場合は「自動スピーカー設定を変更する」の「極性を自動補正しない設定にする」 
(― 36ページ）で CHECK NO" に設定してから操作を開始してください。 

周波数特性補正： スピーカーの特性（サイズ、スピ_力_接続の有無、音量出カレベルや低域フィルターの設定）を含め、 
部屋の音響特性を測定し、補正します。 


〇〇 ( お知らせ ) 00 

•測定マイクは熱に弱い性質を持っています。直接日光を当てたり、本機の上に置かないようにしてください。 

•電源を切っても、設定は記憶されます。 

•測定マイク端子は、測定マイク専用です。カラオケ用マイクなどを接続しないでください。 

•自動スピーカー設定をくり返し行うと、音量が非常に上がる場合があります。自動スピーカー設定を動作させた後は、音量を 
確認してから再生してください。 

•サブウ_八_については、自動スピーカーにより、スピーカー接続の有無と音量出カレベルの調整のみ補正できます。 


スピーカーの種類や部屋の環境、設置状態により、同じスピーカーを接続していても、スピーカーのサイズや低域フィルター 
の設定などの判定が一致しない場合や実際のスピーカー単体での特性とは異なる判定を行う場合があります。 

スピーカーからの音がおかしく感じられる場合には下記設定内容を確認し、お好みの設定に手動で変更してください。 

•「スピーカーの有無とサイズを設定する」、「距離の設定をする」、「低域フイルターの設定をする」35、36ページ） 


エラー メ ッセージが 出た場合は … 


以下のエラーメッセージが表示された場合は、[—才_卜、テスト]を押して一度終了し、再度設定をやり直してください。 


表示 

原因 

対策 

CONNECT MIC 

• 測定マイクが接続されていません。 

• 測定マイクを正しく接続してください。 

NO MIC 

• 測定中にマイクが抜けて正しく測定できま 
せん。 

• 測定マイクが正しく接続されているか確認して 
ください。 

NOISY 

• 騒音が大きすぎて測定できません。 

• 静かな時間帯に再度行ってください。 

•エアコンなど、騒音を発する機器の電源を切っ 
てください。 

MEASURING ERROR 

•スピーカーまでの距離が遠すぎる。または、 
原因の特定できないエラーが発生しました。 

•スピ_力_の設置場所を確認してください。ま 
たは、再度、測定をやり直してください。 

CHECK CONNECTION 
TO SBL SPEAKER 

• 右のサラウンドバックスピーカーは検出で 
きましたが、左のサラウンドバックスピー 
カーが検出できません。 

•サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続す 
る場合は、左側のスピーカー端子に接続してく 
ださい。 

•左側のサラウンドバックスピーカーの接続を確 
認してください。 

NEED TO CONNECT 
LS/RS SPEAKERS 

•サラウンドバックスピーカーが検出されま 
したが、左右のサラウンドスピーカーが検出 
できません。 

•サラウンドバックスピーカーを接続するときは、 
サラウンドスピーカーも接続してください。 

CHECK CONNECTION 
TO LS SPEAKER 

•サラウンドスピーカー（左）が検出できませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

CHECK CONNECTION 
TORS SPEAKER 

•サラウンドスピーカー（右）が検出できませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

CHECK CONNECTION 
TO L SPEAKER 

• フロントスピーカー（左）が検出できませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

CHECK CONNECTION 
TOR SPEAKER 

• フロントスピーカー（右）が検出できませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

LOW SIGNAL 

•スピーカーから出る計測音が小さいため、 
正しくマイクで測定できません。 

•マイクの設置場所を変更してください。（高さや 
方向など） 

•スピーカーのまわりに、計測音をさえぎるよう 
な障害物がないか確認してください。 

• サブウーノ V —の音量を通常使う設定にしてください。 


準備 


測定マイクを使つて自動的にスピ—カー設定をする 


























再生する 




基本の再生 


本機の電源を入れる 

[電源]を押す 

•電源を入れると[待機]ランプが消灯します。 
•本体の[電源6川を押すことでも、電源が入ります。 


2 

3 


本体の表示部に " ra ” が表示されているか確認する 

• [サラウンド]ランプが点灯していることを確認してください。 

点灯してし)ない場合は、本体の[サラウンド]を押してサラウンド再生になるよう 
に設定してください。11、27ページ） 

入力を切り換える 

[入力切換]を押す 

FM-* AM - CD-* 7V~»C>ISL£4SD/DW3P ■(ブルーレイディスク / DVD プレーヤー) 
t i 

GAME — AUX - VCR - SD/DVD R (ブルーレイディスク / DVD レコーダー) 


•押すごとに切り換わります。 

• 本体の[入力切換]を回すことでも、切り換えできます。 


4 

5 


DVD/VHS 専用端子があるビデオデッキー体型 DVD レコーダーの場合 
い15ページ） 

• DVD を楽しむとき： BD/DVD R. " に合わせる 
• ビデオを楽しむとき： "VCR に合わせる 

本機と接続した機器を再生する 


音量を調整する 

[音量+、一]を押す 

音量の範囲： -- dB (最小)、 -79dB 〜 OdB (最大) 


• 本体の [ 音量+、_ ] でも、音量調整ができます。 

• d 巳値表示から数値表示に変更できます。38ページ) 


■ 再生を楽しんだ後は 

音量を下げてから圓源]を押し、電源を切ってください。 


00 知らせ) 00 

• 本機で再生できるデジタル信号については46ページをご覧ください。 

• x . v . Color やディープカラー48ページ）で記録された映像にも対応しています。 

•手順2で “ ra " が表示されていない場合は、[スピーカ _ A ] を押してください。 

•バイワイヤー接続20ページ）の場合は、手順 2 で[スピーカ ー A ] または[スピーカー 
巳]を押して “ ra " と “ ra " を点灯させてください。 
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SH - FX フ〇でサラウンドスピーカー 
などをワイヤレスにする 

1 準備 


• 本機のデジタルトランスミッター端子にデジタルトランス 
ミッターを差し込み、別売のスピーカーを SH - FX 70 ワイ 
ヤレスシステムに接続してください。 （4 21ページ） 

• SH - FX 70 を2台使用すると、サラウンドスピーカーとサ 
ラウンドバックスピーカーをワイヤレスにして、 7.1 チヤン 
ネル再生を楽しむこともできます。 

•詳しくは SH - FX 70 の取扱説明書をご覧ください。 

•デジタルトランスミッターを抜き差しするときは、必ず本機 
の電源を切ってください。 

•46 ページのお知らせもご覧ください。 

デジタルトランスミッターが挿入されているときは [ ワイヤレ 

スオプションサラウンド]ランプが点灯します。 

ただし、以下のように点灯せず、消灯または点滅する場合が 

あります。 

消灯： 

•[マルチチヤンネル再生]ランプが消灯しているとき 

•マルチルーム下記）を使用しているとき 

与滅： 

• 電波が途切れているとき 
( SH - FX 70 の電源が切れているとき） 


SH-FX70 を2台使用して、 7.1 チャンネル再生をする 


ID 番号を設定する必要があります。 


準備 


2台のうちどちらか一方の SH - FX 70 の電源を入れます。 
電源を入れていない方に付属しているデジタルトランスミッ 
ターを本機に挿入してください。（― 21ページ） 

1. 本機の電源を入れる 

• [ワイヤレスオプションサラウンド]ランプが点滅します。 

2. リモコンの [ FM / AM ] を押す 

3. 本体の[選局八]を押したままリモコンの 
[3] を押す 

• ID セッティングモードになります。 

4. 表示部に“ P ” が表示中に電源を入れている方の 
SH - FX 70 本体の ID セットポタンを押す 

5. 本体の[選局八]を押したままリモコンの 
[3] を押す 

• [ワイヤレスオプションサラウンド]ランプが点灯します。 
• 設定が終了します。 

〇〇 (お知らせ) 〇〇 

電源を入れた方の SH - FX 70 に付属しているデジタルトラン 
スミッターは使用しません。 

使用しないデジタルトランスミッターはなくさないように保 
管しておくことをお奨めします。 


ワイヤレスのスピーカーを別の部屋などで使用する 
(マルチルーム） 


• フロントとセンターの音声信号が 2 CH MIX (2 チャンネル 
ミックス）されて出力されます。本機を設置している部屋で 
設定された音量レベル、バランス、音質•音場効果などがマ 
ル チ ルームで も反映されます。 

• 「ワイヤレススピーカーの設定をする」で必ず " MULTIROOM " 
に設定してください。 （—37 ページ） 


• デジタルトランスミッターが挿入されていて、マルチルーム 
を使用する設定にしているときは[ワイヤレスオプション 
マルチルーム]ランプが点灯します。ただし、以下のように 
消灯する場合があります。 

-電波が途切れているとき （ SH - FX 70 の電源が切れているとき） 

-サラウンドスピーカーをワイヤレスにしているとき（—左記） 


スピーカ ー B を使う 


フロント B 端子に接続したスピーカーから音声を出力します。 

本体の[スピーカー B ] を押し、 

“13” を点灯させる 

@フロント A 端子に接続したスピーカーの音を消したい 
場合 

[スピーカ ー A ] を押して “〇” を消してください。 

• 47 ページのお知らせもご覧ください。 


アナログ 8 CH 接続をした場合の再生 

し 1 ， 本 - 


•アナログ 8 CH 接続をする。18ページ） 

•[スピーカ _ A ] を選ぶ。（― 24ページ） 

•入力切換を BD / DVDP .” にする。 （今 24ページ） 

U BD R 8 CH ，， が表示されるまで、 

[ BD / DVD プレーヤー、ーアナログ 8 CH ] 

を押したままにする 

•解除するには ' BD / DVDP ， が表示されるまで、押したまま 
にする。 

• 47 ページのお知らせもご覧ください。 


テレビのスピーカーだけで楽しむ 


•テレビとレコーダーなどの映像機器を本機と HDMI 接続し 
ている場合10、11、14ページ)、本機の電源を切っ 
ても、レコーダーからの映像/音声信号が本機を通過して、 
テレビへ伝送されます。（スタンバイスルー機能） 

テレビのスピーカーだけで楽しみたいときに便利です。 

ビエラリンク （ HDMI ) を使う場合 

本機でマルチチャンネル再生を楽しむ場合には、テレビ 
(ビエラ）のリモコンでビエラリンクポタンを押し、スピー 
力一切換を「音声を AV アンプから出す」にしてください。 
テレビ（ビエラ）の取扱説明書もご覧ください。 

(*»30ページの「ビエラリンク （ HDMI ) でできること」 
をご覧ください。） 

• x . v . Color やディープカラー48ページ）で記録された 
映像にも対応しています。 


7.1 チヤンネルバーチヤルサラウンド 
再生を楽しむ 


• サラウンドバックスピーカーを接続していない場合でも、6 
チャンネル以上の音声信号を再生すると、 7.1 チャンネル再 
生がパーチャルで楽しめます。 


OO CB 知らせ) 〇〇 

サラウンドスピーカーの設置位置を視聴位置の後方にしてい 
る場合は、「サラウンドスピーカーの設置位置を設定する」で 
" REARSPK " に設定してください。37ページ） 


楽しむ 


再生する 
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テレビや DVD などをサラウンド音声で聞く 


サラウンド効果を加えたり、2チヤンネルのステレオソースをサラウンドで聞くことができます。 




ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic nx 


2 チヤンネルのステレオ信号をサラウンドで楽しめます。 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の 5.1 チヤンネルの信号を 7.1 チヤンネル(サラウンドバッ 
ク2本接続時)や 6.1 チャンネル(サラウンドバック1本接続時)で楽しむことができます。 
ドルビーデジタルサラウンド EX ソースのサラウンドバックチャンネルを有効にします。 

[m pl nx ] を押す 

モードは、さらに [m plux ] を押した後、 [▲] [▼] を押して切り換えます。 

MOVIE *-* MUSIC *-* EX または GAME 

t_t 

(^= 解除する場合は：[サラウンド、切]を押す 


ネオ 

NEO:6 


2チヤンネルのステレオソース信号をサラウンドで楽しめます。 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の 5.1 チヤンネルの信号を 6.1 チヤンネルで楽しむこ 
とができます。 

[NE0:6] を押す 

モードは、さらに [ NE 0:6] を押した後、 [▲] [▼] を押して切り換えます。 

CINEMA 一 MUSIC 

t _ t 

解除する場合は：[サラウンド、切]を押す 


サウンド フィールド コント ロール 

SFC (Sound Field Control) 


音声に好みの臨場感や広がり感を与えたサラウンドが楽しめます。 

■ MUSIC (ミュージック） 

音楽信号で効果があります。 

[SFC 音楽]を押す 

モードを切り換えるには、さらに [ SFC 音楽]を押します。 
LIVE-* POP/ROCK 今 VOCAL - JAZZ-* DANCE - PARTY 


各モードは、 [ SFC 音楽]を押してから、 [▲] [▼] を押しても、選べます。 
(?= 解除する場合は：[サラウンド、切]を押す 

■ CINEMA (シネマ） 

映画ソフトで効果があります。 

[SFC 映画]を押す 

モードを切り換えるには、さらに [ SFC 0 央画]を押します。 


NEWS- ACTION -* STADIUM - MUSICAL - GAME 


各モードは、 [ SFC 映画]を押してから、 [▲] [▼] を押しても、選べます。 

解除する場合は：[サラウンド、切]を押す 

00 (お知らせ) 00 

• 信号によっては、サラウンド効果が使用できない場合があります。 

•各設定は、電源を切っても記憶されます。 

• ドルビープ□ロジック nx 、 NE 0:6、 SFC を「切」にした場合、信号に記録されたチヤ 
ンネル数でスピーカーに出力されます。例えば、 5.1 チヤンネル信号なら、フロント、 
センター、サラウンド、サブウー八一から出力され、サラウンドバックは無音になります。 
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本体で操作する場合 

[サラウンド]を押す 

[サラウンド]ランプ 



•設定されると[サラウンド]ランプが点灯します。 

• 押すごとにサラウンド再生が「入/切」されます。 

•前回選ばれていた音質•音場効果が「入」になります。 
他の音質 • 音場効果に変更する場合は、リモコンで操作 
してください。 （今 26ページ） 

•初期設定はドルビープ□ロジック nx の “MOVIE" モー 
ドになります。 

〇〇 (お知らせ) 〇〇 

•[サラウンド]の「入/切」は、入力切り換えごとに記 
憶されます。 

• 〇"が点灯していないときは使用できません。 

い24ページ） 


音場効果についてのお知らせ 


■ Dolby Pro Logic Ex 

• 入力信号に最適なモードのみが選択可能です。 

• “MUS/C” では、さらに細かい設定ができます。（― 28ペー 
ジ） 

■ NE 0:6 

• 入力信号に最適なモードのみが選択可能です。 

•「スピーカーの有無とサイズを設定する」35ページ）で、 
すべてのスピーカーを Y4/?G£" に設定した場合、2チャ 
ンネルのステレオソースに NE0:6 を使用してもサブウー 
) V_ から音声は出力されません。 

• MUSIC " では、さらに細かい設定ができます。（み28ぺ一 
ジ） 

■ SFC 

•SFC は、サラウンドスピーカーを接続していない、または 
接続していない設定になっている場合、選択できません。 

• 入カソースとモードの組み合わせによっては、音がひずんだ 
ように聞こえることがあります。 

その場合は、他のモードを選んでください。 


ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic nx 

“MOV 旧 ， , 
(ムービー） 

特にドルビーサラウンドで記録された 
ものなど、映画ソフトで効果がありま 
す。 

サラウンドバックスピーカーを2本接 
続している場合、サラウンドバックは 
ステレオ再生になります。 

“MUSIC” 

(ミュージック） 

音楽ソース（音源）で効果があります。 

“EX ，， 

( ドルビーデジタ 
ル EX) 

特にドルビーデジタルサラウンド EX 
で記録された映画ソフトで効果があり 
ます。 

サラウンドチャンネルを持つている 
ソースに対してのみ有効です。 
サラウンドバックスピーカーを2本接 
続している場合、サラウンドバックは 
モノラル再生になります。 

サラウンドバックスピーカーを 1 本の 
み接続している場合は “mpLnx" が 
消え、 tn DIGITAL EX" または、 
tn ex" の表示になります。 

U GAME n 

(ゲーム） 

迫力のあるサウンドでゲームなどを楽 
しめます。 

2チャンネルのステレオソースに対し 
てのみ有効です。 

ただし、サラウンド、サラウンドバッ 
クの各スピーカーが接続されていない 
(今8、9、22、23ベージ）および 
「スピーカーの有無とサイズを設定す 
る」で "NONE" に設定している 

35ぺージ）場合は 'MOVIE " と同じ 
効果になります。 

NE 0：6 

"CINEMA " (シネマ） 

映画ソフトで効果があります。 

' MUSIC n 
(ミュージック） 

音楽ソース（音源）で効果があります。 

サウンド フイールドコントロール 

SFC (Sound Field Control) 

u L!VE n (ライブ） 

大きなコンサートホールにいるような 
音の反響と広がり。 

u POP/ROCK” 

(ポップ/ロック） 

ポピュラーや□ック音楽に適した効 
果。 

"VOCAL" (ポーカル） 

ボーカルの声を際立たせる効果。 

V4ZZ ，， （ジャズ) 

ジャズクラブのような狭い部屋での音 
の反響。 

“DANCE ，， 

(ダンス） 

ダンスホー>1レのような広い空間で響い 
ている音の広がり感。 

u PARTY n 
(パーティ） 

パーティ会場などでかけられている 
巳 GM のように、どこにいてもステレ 
才で音楽が聞こえるような効果。 

n NEWS'' (ニュース） 

人の声を聞きやすくした効果。 

"ACTION" (アクション） 

迫力のあるアクション映画に適した効果。 

u STADIUM n 

(スタジアム） 

スポーツ観戦をしているような臨場 
感。 

u MUSICAL ，， 
(ミュージカル） 

ミュージカル劇場にいるような臨場 
感。 

U GAME n 

(ゲーム） 

迫力のあるサウンドでゲームなどを楽 
しむとき。 


テレビや DVD などをサラウンド音声で聞く 


お好みで 
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リモコンで操作する音質 • 音場効果 


各モードについては、26、27ページを参照してください。 


ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic Hx の “MUS/C” をさ 5 に調整する 



電源 










CS1/2CATV 










mPLnx NE0:6 

□ 口 



入カソース（音源）が2チヤンネルのステレオのときに使用できます。 

■ Dimension Control / デイメンジョンコントロール 

フロントとサラウンドスピーカーの出カバランスを調整できます。 

1.[m pliix ] を押してドルビープ□ロジック ex を「入」にする 
2_ [mPLnx] を押した後、 [▲][▼] で“紐/ s/cr を選び、[決定] 
を押す 

3. [▲][▼] を押して “ DIMEN ，， を選び、[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して調整し、[決定]を押す 

調整範囲：-3 (サラウンドが強くなる）〜+3 (フロントが強くなる） 

初期設定：0 

■ Center Width Control / センターウイドウスコントロール 

フロントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な音楽再生ができます。 

1. [mPLnx] を押してドルビープ□ロジック nx を「入」にする 

2. [mPLnx] を押した後、 [▲][▼] で “ music ，' を選び、 

[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “ C - WIDTH ，， を選び、[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して調整し、[決定]を押す 

調整範囲：0 (センターがはっきりする）〜7(センターが広がる） 

初期設定：3 


NEO:6 の u MUSIC " をさらに調整する 


入カソース（音源）が2チヤンネルのステレオのときに使用できます。 

■ Center Image Control / センターイメージコント□ール 

フロントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な音楽再生ができます。 

1 ■ [NE0:6] を押して NE0:6 を「入」にする 

2. [NE0:6] を押した後、 [▲][▼] で “ MUSIC ，， を選び、 

[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “C-/MAGE” を選び、[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して調整し、[決定]を押す 


調整範囲： 0 (センターがはっきりする）〜5 (センターが広がる) 
初期設定：2 
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便利な機能 




入力切換 




立里 

日里 


消音 I 




—イート 
国 


表示 

口 


スピーカーの音量調整をする 


視聴位置で、フロントスピーカーの音と各スピーカーの音がバランスよく聞こえるように、 
スピーカーの出カレベルを調整します。 


• 本体の [ スピーカ_ A ] を押し、 " Q " を点灯させる。 

•バイワイヤー接続の場合は、 [ スピーカ _ A ] または [ スピーカ _ B ] を押し、 

" ra " と〇を点灯させる。 

(スピーカー B のみ選択されているときは、テスト信号が出力されません。） 

1. [入力切換]で機器が接続されていない入力を選ぶ 

• または、接続機器の再生を止めてください。 

2. [音量+、一]で一30 dB から一 35 dB 程度の音量にする 

3. [ーオート、テスト]を押す 

• 下記の順に表示されます。 

L - C—R — RS—SBR— SBL^ LS^ SUSIV または、 


C 


R 


RS 


SB 


LS — (サラウンドバックスピーカー 1 本接続時） 


接続設定しているスピーカーからテスト信号が出力されます。 


—スヒーカー衷小 

フロント（左） C : センター R : フロント（右） RS : サラウンド（右） 
SBR . サラウンドバック（右 ） SBL :サラウンドバック（左） 

SS : サラウンドバック （1 本接続時）/サラウンド（左）サブウー八一 


4. 調整したいスピーカーからテスト信号が出力されているときに 
[▲] [▼] を押して、スピーカーの音量を調整する 

• [►] を押すと、テスト信号の出力を次のスピーカーに移動させることができます。 

調整範囲 ： -20 dB 〜+10 dB (初期設定： OdS ) 

SUBWCD み .. MIN (最小)、7〜29 、 MAX (最大）（初期設定： 20) 

5. [ーオート、テスト]を押して終了する 

6. [音量+、一]で通常聞く音量にする 


00 ⑦知らせ) 〇〇 

• フロントスピーカーはこの操作では調整できません。フロントスピーカーの音量調整は 
[音量+、 一] でします。 

•左右フロントスピーカーの音量バランス調整は、「音量バランスの調整をする」33 
ページ）を参照してください。 


一時的に音を消す 


[消音]を押す 

•消音中は “/ WUT 7 A / G ” が点滅表示されます。 

•もう一度押すと、解除されます。 

• 電源を切ったり、音量操作をしたりすると消音は解除されます。 


情報を表示させる 


[表示]を押す 

•現在の状態（音量、 SFC の設定、デジタル入力（端子名/フォーマット)）が順にスク □_ 
ルされます。 

•二重音声を受信しているときは、受信状態が表示されます。 （—33 ページ） 

• メモリーした放送局を受信しているときは、チャンネル番号が表示されます。44ベー 
ジ） 


リモコンで操作する音質•音場効果/便利な機能 


お好みで 
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ビエラリンク （ HDMI ) を使う 


30 


ビエラリンク （ HDMI ) (HDAVI Control ™) とは 

參本機と HDMI ケーブル（別売品）を使って接続したビエラリンク対応機器を自動的に連動させて、リモコン1つで簡単に 
操作できる機能です。各機器の詳しい操作については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

※すべての操作ができるものではありません。 

參ビエラリンク （ HDMI ) は 、 HDMI CEC (Consumer Electronics Control ) と呼ばれる業界標準の HDMI によるコントロー 
ル機能をベースに、当社独自機能を追加したものです。他社製 HDMI CEC 対応機器との動作保証はしておりません。 

參ビエラリンク （ HDMI ) に対応した他社製品については、その製品の取扱説明書をご確認ください。 

參本機はビエラリンク （ HDMI ) Ver . 3に対応しています。 

ビエラリンク （ HDMI ) Ve 「.3 とは、従来の当社製ビエラリンク （ HDMI ) 機器にも対応した当社基準です。 

(2007 年12月現在） 


ビエラリンク （HDMI) ででぎること 


ビエラリンク （ HDMI ) を正しく動作させるために 


本機の電源ポタン（リモコン含む）で_源を入れずに、テレビ（ビエラ）のリモコンで「音声を AV アン 
プから出す」を選択してください。（本機の電源が自動的に入ります。） 

•テレビ（ビエラ）のリモコンで操作します。 

•テレビ（ビエラ）の取扱説明書もご覧ください。 

1. スピーカー切換ができます（「音声を AV アンプから出す」または「音声をテレビから出す」）。 

「音声を AV アンプから出す」： 本機がスタンバイ状態のとき、自動的に電源が入り、本機に接続され 

たスピーカーから音声が出力される設定になります。 

「音声をテレビから出す」： テレビ（ビエラ）のスピーカーから音声が出力される設定になります。 

•テレビによって、操作は異なります。 

2. テレビ（ビエラ）のリモコンで、テレビ（ビエラ）の電源を切ると自動的に本機の電源も切れます。 

(この機能は本機の入力が “ FM ”、 U AM " または U CD '' になっているときは働きません。） 

ビエラリンク （ HDMI ) に対応したレコーダー（ディーガ）と HDMI ケーブルで接続している場合は、 
レコーダー（ディーガ）の電源ち切れます。 

3. サウンドを切り換えることができます。 

(ビエラリンク （ HDMI ) Ve 「2/ ビエラリンク （ HDMI ) Ve 「3 対応の当社製テレビ（ビエラ）との組 
み合わせのみ） 

• テレビによって、操作は異なります。 

• モード切り換え時、本機の表示部にサウンドモード名が表示されます。 

さらに、番組情報などに応じて、自動的にサウンドを切り換えることができます（オートサウンド連携） 
(ビエラリンク （ HDMI ) Ve 「.3 の当社製テレビ（ビエラ）とレコーダー（ディーガ）の組み合わせのみ） 

• テレビによって、操作は異なります。 

•自動で設定をしない場合は、“オート"以外のサウンドを選んでください。 

• 番組情報などを受け取り、サウンドが変更された場合は、本機の表示部にサウンドモード名が表示されます。 
•すべての番組情報などには対応していません。対応していない場合には、スタンダードモード（ドルビープ□口 
ジック nx ) になります。 

以下のような場合に働きます。 

■テレビ（ビエラ）やケーブルテレビで：デジタル放送の番組を視聴中 
■レコーダー（ディーガ）で： 

デジタル放送の番組を視聴中、または再生中 
DVD 、 CD 、 SD などを再生中 

• 録画したディスクによっては、対応していない場合があります。 

• 自動的にサウンドを切り換えるかどうかの設定ができます。 

•詳しくは、レコーダー（ディーガ）の取扱説明書をご覧ください。 

〇〇 (お知らせ ) 00 

•テレビ（ビエラ）のリモコンで、チャンネル選択などの操作を行うと、本機の入力が “7 V ” に切り換わります。 
• HDMI 1 ( BD / DVD レコーダー）端子に接続したレコーダー（ディーガ）を再生すると、本機の入力が自動で 
BD/DVD R. " に切り換わります。 

• 上記以外の操作をする場合は、本機のリモコンを使用してください。 

•上記手順1でスピーカー切換を「音声をテレビから出す」にしている場合は、本機からは2チャンネルの音声のみ出 
力されます。 

本機でマルチチャンネル再生を楽しむ場合には、テレビ（ビエラ）のリモコンでビエラリンクボタンを押し、スピーカー 
切換を「音声を AV アンプから出す」にしてください。 

テレビ（ビエラ）の取扱説明書もご覧ください。 

V ノ 
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接続 


本機とビエラリンク （ HDMI ) に対応した当社製テレビ（ビエラ）とレコーダー（ディーガ）を HDMI 
ケーブルで接続します。 

OO C お知らせ) 〇〇 
• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 

•HDMI □ゴ表紙）のある 「High Speed HDVH ™ ケーブル」をお買い求めください。 

• 108 Op 出力時は、 5.0 m 以下の HDMI ケーブルをおすすめします。 

品番： RP - CDHG 10 (1.0 m )、 RP - CDHG 15 (1.5 m ), RP - CDHG 20 (2.0 m )' RP - CDHG 30 (3.0 m ) など 

• HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

• HDMI ケーブルの接続だけでは、本機でテレビの音声を楽しむことができません。本機でテレビの音声を楽し 
む場合は、本機とテレビを光デジタルケーブルで接続してください。 

•本機は、デイープカラーをサボートしています。 

本機背面 


テレビ（ビエラ） 


' デり , 々ル)_ 

日尸出ノ](光） /-1：1-»» 

■ -^ | |TlDMI 映像 • 

|-音声出力 

圆1入力 His 


> 


レコーダー 

(ディーガ） 


輞 


準備：本機の「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする」 （4 38ページ）で “ON" になっている 
かを確認してください。 

テレビ（ビエラ）のメニュー操作でビエラリンク （ HDMI ) 機能を働かせる設定にしてください。 
テレビ（ビエラ）の音声をサラウンドで楽しむときは、テレビ（ビエラ）のデジタル音声出力を“自動” 
に設定してください。 

1. テレビ（ビエラ）以外のすべての機器の電源を入れる。 

2. テレビ（ビエラ）の電源を入れる。 

3. テレビ（ビエラ）の入力を、本機を接続した HDMI 端子に切り換える。 

4. 本機の入力を “BD/DVD R:， に切り換えて、レコーダー（デイーガ）の画像が正しく映るかを確認する。 


〇〇 ⑦知らせ) 〇〇 
この設定は以下のような場合に行ってください。 
•お買い上げの直後、初めて本機を接続したとき 
•機器を追加、または接続し直したとき 
•各設定を変更したとき 


立巨 

日里 


ホームシアターをワンタッチ 操作で楽しむ 


リモコンをレコーダー（ディーガ）に向けて[ワンタッチ再生] 

を押す 

ポタンを押すだけで、以下の動作が自動で始まります。 

1 . レコーダー（ディーガ）の電源が「入」になり、選択されているドライブ （ HDD/DVD 
など）から再生が始まります。 

2. テレビの電源が「入」になり、テレビの入力が切り換わります。 

3. 本機の電源が「入」になり、入カソースが “ SD / D 1/ DR " に切り換わった後、本機に 
接続されたスピーカーより音声が出力されます。 

音量を調整する場合[音量+、 _] を押す。 

再生中は、テレビ（ビエラ）のリモコンでも音量調整ができます。 

(音量を調整すると、テレビ画面に本機の音量を調整中であることが表示されます。） 


この機能を使わない設定にする 


「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする」38ページ）で "OFF を選んでください。 


ビエラリンク ( HDMI ) を使う 


お好みで 
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サウンドメニューを使う 




四 


OC X お知らせ) 〇〇 
サウンドメニュー設定中に [▲][▼] 
[◄][►]、[決定]、[戻る]以外 
のボタンを押すと、サウンドメ 
ニューの操作が終了します。 


■サウンドメニュー項目 

サウンドメニューには、下記の項目があり、それぞれ設定できます。 
設定については、各項目をご覧ください。 

“CH LEVEL ” — “ BASS ” 一 “ TREBLE ” — “ BALANCE ” 

(―下記） い下記） 33ページ）（― 33ベ-ジ)丁 

“ DUAL ” 一 “ DRCOMP ” 一“ W . S :， — “ EXIT ” 

い33ページ） （― 33ページ） （― 33ページ） 


スピーカーのレベルを調整する 


センター、サラウンド、サラウンドバック、サブウー八一、各スピーカーのレベルを調整 
します。 

1. [サウンドメニュー]を押す 

2. [▲] [▼] を押して “CH LEVEL '' を選び、[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して調整したいスピーカーを選び、[決定]を押す 

スピーカー 表示 

C : センター/サラウンド（左） /? s : サラウンド（右） 

SBL :サラウンドバック（左 ） SBR . サラウンドバック（右） 

SB . サラウンドバック （1 本接続時） 

SUBW . サブウ_八_ 

4. [▲][▼] を押してレベルを調整し、[決定]を押す 

調整範囲： C 、 LS 、RSs SBL s SBR . SB (1 本接続時）； —20 dB 〜+プ0 d 巳 
SUBW \ ——、 M/W (最小)、 1〜29 、 MAY (最大） 

初期設定： C 、 LS 、 RS , SBL , SBR , SB (1 本接続時） ；0 d 巳 

SUBW : 20 

5. [サウンドメニュー]を押して “EX/7 ■”を選び、 

[決定]を押して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 
OC X お知らせ) 00 

•サブウー八一の調整で“—— " を選ぶとサブウ_八_から音が出ません。 

• サブウ_八_レベルが高い状態で本機の音量を上げると、サブウー八一から出力される 
音がひずんで聞こえることがあります。この場合はサブウー八ーレベルを下げてくださ 
い。 

•[マルチチャンネル再生]ランプが消灯しているときは、サブウ_八_以外のスピーカー 
は調整できません。 


低域の調整をする 


BASS (低域）を調整できます。 

1. [サウンドメニュー]を押す 

2. [▲][▼] を押して “aASS” を選び、[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して調整し、[決定]を押す 

調整範囲： — ブ0づ巳 〜 +10 dB 
初期設定： OdB 


4. [サウンドメニュー]を押して “EX/7 ■”を選び、 
[決定]を押して設定を終了する 


設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 
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1. [サウンドメニュー]を押す 

2. [▲][▼] を押して “ CWCOMP ” を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押してモードを選び、 

[決定]を押す 

OFF ： 通常の再生 

STANDARD :音源に合わせた最適な再生 
MAX . 常に最大圧縮 
初期設定： OFF 

4. [サウンドメニュー]を押して ‘‘Exrr，， を 
選び、[決定]を押して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 

〇〇 (お知らせ ) 00 

送られてくる信号の情報に基づき動作するため、効果がない 
場合があります。 


ウイスパーモードサラウンドを使用する 


サラウンド再生時のみ効果がある機能です。 

サラウンド再生時に小音量にしても臨場感のある効果が楽し 
めます。 

1. [サウンドメニュー]を押す 

2. [▲][▼] を押してを選び、 

[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “0 AT を選び、 

[決定]を押す 

OFF ： ウイスパーモードサラウンドを使用しない 
ON ： ウイスパーモードサラウンドを使用する 
初期設定： OFF 

4. [サウンドメニュー]を押して ‘‘Exrr，， を 
選び、[決定]を押して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 

〇〇 (お知らせ ) 00 

•2 チヤンネルソース入力でドルビープ□ロジック nx 、 

NE 0:6、 SFC を「切」にしている場合、効果は使用できま 
せん。 

•スピーカ_ A を「切」にしている場合は、効果は使用できま 
せん。 


高域の調整をする 


TREBLE (高域）を調整できます。 

1. [サウンドメニュー]を押す 

2_ [▲] [▼] を押して “ TWESLE ”を選び、[決定] 
を押す 

3. [▲][▼] を押して調整し、[決定]を押す 

調整範囲： — ブ(^巳 〜+10 dB 
初期設定： OdB 

4. [サウンド メニュー] を押して “EXIT" を 
選び、[決定]を押して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 


音量バランスの調整をする 


左右フロントスピーカーの出カバランスを調整できます。 

1. [サウンドメニュー]を押す 

2. [▲][▼] を押して “BALANCE，' を選び、 
[決定]を押す 

3. [◄][►] を押して調整し、[決定]を押す 

スピーカー 表示 

/■:左フロント R : 右フロント 

•表示部のバーを左右に動かすことで調整できます。 

• に近づくにつれて、左フロントに音が寄ります。 

• "/?” に近づくにつれて、右フロントに音が寄ります。 

4. [サウンドメニュー]を押して “EXIT，， を 
選び、[決定]を押して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 

〇〇 (お知らせ ) 00 
•バーの表示は目安です。 

•スピーカ _ A 、 B とも「切」の場合は、調整できません。 


二重音声を切り換える 


二重音声のソースを再生するときに音声モ_ドを選択するこ 
とができます。 

二重音声信号の受信状態は「情報を表示させる」29ペー 
ジ）で確認できます。 

1. [サウンドメニュー]を押す 

2_ [▲] [▼] を押して “DUAL” を選び、 

[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して音声を選び、 

[決定]を押す 

MAIN : 主音声 
SUB 副音声 

M+S : 主+副音声 
初期設定： MAIN 

4. [サウンドメニュー]を押して “Exm 
選び、[決定]を押して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルする：[戻る]を押す 


小音量でも聞きやすくする 


すこき 
でる大 
能すど 
機響な 
縮影夜 
圧に深 
ジ場。 

ン音す 
レ、ま 
クしし 
ッ縮く 
f / f 圧す 
ナをや0 
イ差きす 
ダの聞で 
る音を利 
す小フ便 
対最リに 
にとセ合 
ル音も場 
夕大でい 
ジ最量な 
デの音せ 
I 号小出 
ビ B くを 
ル声な音 
ド音とな 


サウンドメニユ I を使う 


お好みで 
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34 


アンプの設定をする 




基本操作 


各項目を設定する共通操作です。 



U モコンで操作する 

本体で操作する 

「初期設定」に入る 

[一初期設定]を 
約 2 秒間押したまま 
にする 

[戻る、一初期設定] 
を約 2 秒間押した 
ままにする 

項目を選ぶ/ 

設定を選ぶ 

項目については、下記を 
ご覧ください。 

[▲][▼] を押して 
項目や設定を選び、 
[決定]を押す 

[入力切換]を回し 
て項目や設定を 
選び、[決定]を押す 

設定を終える 

[戻る]を数回押し 
て “ EXIT ” を選び、 
[決定]を押して 
設定を終了する 

•設定をする前の表示に戻り 
ます。 

• “ EXIT . は初期設定項目を 
選択中に [▲][▼] を押すこ 
とでも選べます。 

[戻る、一初期設定] 

を数回押して “ EXIT ” 
を選び、[決定]を押 
して設定を終了する 

•設定をする前の表示に戻り 
ます。 

• EXIT " は初期設定項目を 
選択中に [ 入力切換]を回 
すことでも選べます。 

動作中にひとつ前に戻る/ 
キャンセルする 

[戻る]を押す 

[戻る、一初期設定] 
を押す 


■ 初期設定項目 

初期設定には下記の項目があり、それぞれ設定できます。 
設定については、各項目をご覧ください。 



OO CB 知らせ) 〇〇 
設定中に[▲][▼]、[決定]、[戻る] 
以外のボタンを押すと、初期設定 
の操作が終了します。 


“ DIMMER ” 

— “ TUNER ” - 

- “ SLEEP ” 

一“ SPKSIZE ” - 

- “DISTANCE 

い 35ページ） 

い 44、45ページ） 

い 35ページ） 

い 35ページ） 

(今 35ページ)す 

厂 

“FILTER FRQ ” 

〇 “AUTO SETUP ” - 

^ (( LR BI - WIRE ^ 

一 “ SPKR IMP ” ♦ 

一 “ IN 4 SS/GA 

い36ページ） 

い36ベージ） 

い 36ページ） 

い 36ページ） 

い 37ページ” 

1 

“7.1 CH VS Jf 

— “ WIRELESS ，，— 

— “INPUT MODE ” 

— “ AUXLEVEL ” - 

— “ HDMI ” 

い 37ページ） 

い 37ベージ） 

い 37ページ） 

い 37ページ） 

い 38ページ” 

1 

“ ATTENUATOR ” 

^ “ REMOTE ” - 

今“ SOUND DLY ” 

— (( VOL MODE ” ♦ 

— “ RESET ” 

い 38ページ） 

い 4〇ベージ） 

い 38ページ） 

い 38ページ） 

(今 38ページ” 


“ EXIT ” 


※亏 “7I/A/ER" は入力切換を "FM” または "4/W” にしているときのみ表示されます。 
い44、45ページ） 

※2 ''WIRELESS " はデジタルトランスミッターが挿入されているときのみ表示されま 
す。（― 21ページ） 
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表示部の明るさを調整する 


部屋を暗くして、映画を見るときなどに便利です。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ DIMMER ，' を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、 

[決定]を押す 

調整範囲： DIMMER 1 (明 ）〜 DIMMER 3 (暗） 
初期設定 ： DIMMER OFF 

4■設定を終える（― 34ページ） 

00 (お知らせ) 00 

•解除するには "DIMMER OFF ' を選んでください。 

•設定を変更した時点で、明るさは変わります。ただし、確定 
するために[決定]を押してください。 


おやすみタイマーを使用する 


設定した時間が経過すると自動的に電源が切れます。就寝時 
などに便利です。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ SLEEP ” を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、[決定]を押す 

調整範囲： OFF 、 30、60、90、120 (分) 

初期設定： OFF 

4■設定を終える（― 34ページ） 

〇 O C お知らせ ) 00 

•解除するには " OFF " を選んでください。 

•設定すると表示部に " SLEEP と表示されます。 

• 一度設定すると、手順2で残り時間が表示されます。 

• 設定をやり直すには、手順3でもう一度時間を設定してく 
ださい。 


スピーカーの有無とサイズを設定する 


接続しているスピーカーの有無とサイズの設定を手動で設定できます。 
スピーカーにより再生できる周波数帯域は異なります。特に低域 
を不足することなく再生させるためにサイズの設定を行います。 

1 • 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ SPKSEE ” を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定するスピーカーを 
選び、[決定]を押す 

SUBW . サブウー八一 LR . フロントスピーカー 
C : センタースピーカー S : サラウンドスピーカー 
SB :サラウンドバックスピーカー 

4. [▲][▼] を押して設定を変更し、 

[決定]を押す 

SUSI // (サブウーハー） 

N 0 :接続していない YES 接続している 
LR (フロント ）、 C (センター ）、 S (サラウンド） 

NONE (センター、サラウンドのみ）：接続していない 
SMALL : SMALL (スモール）のスピーカーを接続している 
LARGE : LARGE (ラージ）のスピーカーを接続している 
SB (サラウンドバック） 

NONE . 接続していない 

1 -SPK . 1本接続している 2 -SPK : 2本接続している 

初期設定： 

L /? (フロント )、 C (センター )、 S (サラウンド ）： SMALL 
(サブウー八一): YES、SB (サラウンドパック）： 2 -SPK 

5. 設定を終える（― 34ページ） 

〇〇 (お知らせ ) 00 

. ' SMALL に設定した場合' 再生できる周波数に応じて、低域フィルターの周波 
数を設定してください。（購入時は80 Hz に設定されています。） (4 36ページ) 
• 47 ページのお知らせもご覧ください。 


距離の設定をする 


フロント/センター/サラウンド/サラウンドバックスピー 
カーから視聴位置までの距離を設定することで、視聴位置に 
届く音の遅延時間を自動的に算出し、補正します。 

1. r 初期設定」に入る（— 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して u DISTANCE n を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定するスピーカーを選 
び、[決定]を押す 

Z ■:フ□ント（左） R : フロント（右） C : センター 
LS : サラウンド（左） /7 S : サラウンド（右） 

SBL . サラウンドバック（左） 

SBR . サラウンドバック（右） 

4. [▲][▼] を押して距離を選び、[決定]を押す 

設定値： 0.5 〜 75.0 m (0.1 m 単位で切り換えられます。) 
初期設定： L , R (フロント左、右） 

C (センター） 

LS , RS (サラウンド左、右） 

SBL , SBR (サラウンドパック左、 

5. 設定を終える（— 34 ページ） 

OO C お知らせ) 〇〇 
•自動スピーカー設定（422、23ページ)で、極性を自動捕正 
したスピーカーには "L 3.0 のように"一”が表示されます。 

• 自動スピーカー設定22、23ページ)で距離の測定値が 
15 m を超えた場合、距離の部分が ' OVER " と表示されます。 


3.0 m 
3.0 m 
1.5 m 
右） 1.5 m 


アンプの設定をする 


お好みで 
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アンプの設定をする (つづき) 


低域フイルターの設定をする 


スピーカーのサイズ（今35ページ）が " SMALL ' の場合に 
設定が必要です。スピーカーが “S/1MLL” の場合は低域を十 
分に再生することができません。再生できる周波数に応じて 
低域フィルターの周波数を設定し、不足している低域をサブ 
ウ_八_に出力させます。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “FILTER FRCT を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して低域フィルターの周波数 
を選び、[決定]を押す 

設定した Hz 以下の低域をサブウー八一に出力させます： 

40、60、80、100、120、150、200 ( Hz ) 

初期設定： SO ( Hz ) 

4. 設定を終える（― 34ページ） 

OC X お知らせ) 00 

"SMALL " にしたすべてのスピーカーに設定されます。 


設定された周波数特性の高域を補正する 


設定された周波数特性のうち、高域の音質をお好みに合わせ 
て補正することができます。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “4 UTO SETUP ” を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して U EQADJUST を選び、 
[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して設定を選び、 

[決定]を押す 

OFF :設定された周波数特性を使用しない 
SOFT : 高域をゆるやかに補正 
NORMAL :高域を標準的に補正 
HARD . 高域を強く補正 

初期設定 ： NORMAL 

5■設定を終える（― 34ページ） 


自動スピーカー設定を変更する 


購入時の状態に戻す 


付属の測定マイクで設定した状態を購入時の状態に戻します。 
(この操作で、[自動スピーカー設定]ランプは消灯します。） 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して ' AUTO SETUP '' を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して ■”を選び、 

[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して “ YES ” を選び、[決定]を押す 

YES . 購入時の状態に戻す 
N 0 ：購入時の状態に戻さない 
初期設定： A /0 

•中止するには " N 0 "を選ぶ 

5. 設定を終える（― 34ページ） 


極性を自動補正しない設定にする 


正しく接続していても極性が逆と判定されるスピーカーがあ 
ります。その場合は、極性を自動補正しない設定にして、極 
性を反転させないようにします。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して ' AUTO SETUP '' を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “ P 0 M / W 7 T ” を選び、 
[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して “ CHECK N 0，， を選び、 
[決定]を押す 

CHECK YES . 通常の自動スピーカー設定をする 
CHECK N 0 :極性を自動補正しない設定にする 
初期設定 ： CHECK YES 


バイワイヤー接続の設定をする 


フロントスピーカーをバイワイヤー接続した場合、必ずこの 
設定で " VES ” を選んでください。 

この設定をしないと、適切に音声が出力されません。 

1. 「初期設定」に入る （4 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “LR BI - WIRE n を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “ YES ” を選び、 

[決定]を押す 

YES ： バイワイヤースピーカーを使用する 
N 0 .バイワイヤースピーカーを使用しない 

初期設定： A/O 

4. 設定を終える（— 34ページ） 


ス ピーカーの イン ピー ダンス設定を 
する 


スピーカーが低負荷インピーダンス時 （4 Q ) に設定します。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “SPKR_P，， を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “4 OHMS，， を選び、 
[決定]を押す 

6 OHMS :スピーカーのインピーダンスが通常の場合 
4 OHMS :スピーカーが低負荷インピーダンス （4 C 1) の 

+日ム 
口 

初期設定： 6 OHMS 

4. 設定を終える（― 34ページ） 

〇〇 (お知らせ) 00 

接続しているスピーカーにインピーダンスが4 Q のものが 
1本でもある場合 、_4 OHMS " に設定してください。 
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入力端子の割り当てを変更する 


ひとつの入力を複数の同じ種類の端子に割り当てることはで 
きません。その場合は、後から設定した方が有効になります。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ INASSIGN ，， を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して入力端子の種類を選び、 
[決定]を押す 

HDMI3 (HDMI 3入力)、 0 PT 7 ( 光1入力)、 

0PT2 (光2入力)、 0PT3 (光3入力)、 

COAX (同軸入力)、 C / WP 1/3 (コンポーネント3映像入力) 
HDMI 1、2と CMPV 1、 2はあらかじめ入力端子の割 
り当てが固定されており、変更はできません。 

4. [▲][▼] を押して割り当てる入力を 
選び、[決定]を押す 

割り当てることができる入力： 

HDMI3 : CBL (ケーブルテレビ)、 GAME (ゲーム） 

0PT1 、 0PT2 、 0PT3、COAX 

DVR (ブルーレイディスク / DVD レコーダー)、 

BDP (ブルーレイディスク / DVD プレーヤー）、 

CBL GAME. CD. TV 
CMPV3 : CBL, GAME, 1/ C /? (ビデオデッキ） 

初期設定： 

HDMI3 : CBL 、 0PT1 : DVR 、 0PT2 : BD P s 
0PT3 : TV S COAX , CD 、 CMPV3 : CBL 
手順 3 と 4 を繰り返し、設定を変更 

5■設定を終える（― 34ページ） 


サラウンドスピーカーの設置位置を 
設定する 


7.1 チャンネルパーチャルサラウンド再生のときに、サラウ 
ンドスピーカーの位置を設定します。 

1. 「初期設定」に入る（— 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して u 7.1 CHVS n を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、[決定]を押す 

OFF. 7.1 チャンネルサラウンド再生効果を使用しないとき 
SIDE SPK :サラウンドスピーカーを視聴位置のほぼ横に 
設置しているとき 

REAR SPK :サラウンドスピーカーを視聴位置の後方に 
設置しているとき 
初期設定： SIDESPK 

4. 設定を終える（― 34ページ） 


ワイヤレススピーカーの設定をする 


当社製 SH - FX 70 (別売）にスピーカーを接続する場合、ワ 
イヤレスサラウンドスピーカーとして使用するか、マルチルー 
ムスピーカーとして使用するかを選びます。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ WIRELESS ，， を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、[決定]を押す 

MULTI ROOM ： マルチルームスピーカーとして使用するとき 
SURRSPKR :ワイヤレスサラウンドスピーカーとして使用するとき 
初期設定： SURR SPKR 

4■設定を終える（― 34ページ） 


入力信号の判別方法を切り換える 


AUTO (購入時の設定）でほとんどの場合問題なく再生でき 
ますが、以下のような場合には、入力信号の判別方法を切り 
換えてください。 

• CD を再生して、曲の始まりが途切れる場合は、 "PCM" (PCM 
FIX ) に設定してください。 

• アナログやデジタルに固定することもできます。 

1. r 初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して '' INPUTMODE ，' を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を変更したい 
デジタル入力端子を選び、[決定]を押す 

TV, CBL (ケーブルテレビ)、 DVR (ブルーレイディスク 
/ DVD レコーダー ）、 BDP (ブルーレイディスク /DVD 
プレーヤー)、 CD, GAME 

4. [▲][▼] を押して入力信号の判別方法を選 
び、[決定]を押す 

AUTO. デジタル、アナログの自動判別 

(デジタルの場合、 HDMI が優先されます） 
ANLG : アナログに固定 
DIG. デジタルに固定 

PCM PCM (音楽 CD など）のデジタルに固定 
初期設定： AUTO 

手順3と4を繰り返し、設定を変更 

5■設定を終える （—34 ページ） 

〇〇 (お知らせ) 〇〇 

- ~CBL\ •GAME\ "7V" と "CD" は、デジタル入力端子 
( HDMI 、 光、同軸）に割り当てられていない場合左記)、 
AUTO" t "ANLG " のみ選択できます。 

•デジタルに固定した場合、常に表示部に "デジタル入力” の 
表示が出ます。 

•PCM FIX に設定すると、常に表示部に “PCM” の表示が出 
ます。 

•PCM FIX 設定時にデジタル接続（光、同軸）で PCM 以外 
のソースが入力された場合は、表示部に "PCMFIX" が点滅 
します。 


外部入力端子に接続した機器の音量を 
大きくする 


外部入力端子に接続した機器の音量が小さく感じられるとき 
に設定します。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して U AUX LEVEL " を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “LEVEL HIGH ，， を選び、 
[決定]を押す 

LEVEL LOW . 通常時の音量設定 

LEVEL HIGH ： 音量を大きくしたい場合の設定 

初期設定： LEVEL LOW 

4. 設定を終える（― 34ページ） 

〇〇 (お知らせ) 〇〇 

LEVEL HIGH" に設定した場合に、音がひずむ場合は "LEVEL 
LOW にしてください。 


OO C お知らせ ) 0。 

詳しくは25ページをご覧ください。 
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アンプの設定をする(つづき) 


お好みで 



















アンプの設定をする (つづき) 


本機の電源「切」時の消費電力を下げ 
る（省待機電カモード） 


1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して u HDMI n を選び、[決定] 
を押す 

3. [▲][▼] を押して “ STTVSV ^ を選び、[決定] 
を押す 

4. [▲][▼] を押して “ OFF ，， を選び、[決定] 

を押す 

OFF : 電源「切」時の消費電力を下げる場合 
ON ： スタンバイスルー (4 11ページ）を働かせる場合(電 
源「切」時の消費電力は約 0.6 W になります。） 

00 (お知らせ) 00 

. OFF " に設定した場合、以下のようになります。 

• 電源「切」時の消費電力が約 0.3 W になります。 

• HDMI 接続しているときは、スタンバイスルー動作がで 
きなくなります。 

• 電源「切」時のビエラリンク （ HDMI ) (今30、31ページ） 
は無効になります。 

初期設定： 0 W 

5. 設定を終える（― 34ページ） 


ビエラリンク ( HDMI ) を使わない設定 
にする 


1•「初期設定」に入る（― 34ページ) 

2. [▲][▼] を押して “ HDMI ，' を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して 'CTRL " を選び、 
[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して “ OFF ，， を選び、 
[決定]を押す 

OFF : 機能を使わないとき 
0 W : 機能を使うとき 

初期設定： 0 W 

5. 設定を終える（― 34ページ） 


アッテネーターを切り換える 


アナ□グ信号入力で再生中、音がひずんだように聞こえる場 
合は "ON (入)"にしてください。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して u ATTENUATOR ，' を 
選び、[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “ ON ，' を選び、 

[決定]を押す 

OFF :切 

ON .. X 

初期設定： OFF 

4. 設定を終える（― 34ページ） 
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音声を遅らせて映像とのズレを 
補正する 


1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “SOUND DLY ，， を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、 

[決定]を押す 

AUTO . OFF 、 10、20、 3 d 40、60、80、100、120、 

140、160、180、200 ( msec ) 

00 (お知らせ) 00 

• AUTO はビエラリンク （ HDMI ) Ve 「.3 に対応の当社 
製テレビ（ビエラ）を接続している場合のみ有効です。 
(今30、31ページ） 

• ビエラリンク （ HDMI ) Ver . 3に対応していない当社製 
テレビ（ビエラ）、もしくは当社製以外のテレビを接続 
している場合で “4 UTO ” にしているときは、 

"40" ( msec ) として設定されます。 

初期設定 ： AUTO 

4■設定を終える（― 34ページ） 


音量値の表示を数値に変更する 


音量の表示を dB 表示から数値表示に変更できます。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して ‘ VOLMOOE ” を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して表示を選び、 

[決定]を押す 

数値表示： 0から50の表示で音量値を表示するモード（初期値： ）6) 
dB 表示： dB 表示で音量値を表示するモード（初期値： -48 dB ) 

初期設定： dB 表示 

4. 設定を終える（— 34ページ） 

〇〇 (お知らせ) 〇〇 

• 音量値の表示を変更すると、音量が初期値に戻ります。 


購入時の状態（初期設定）に戻す 
(RESET 機能） 


すべての設定を購入時の初期設定に戻します。 

必要に応じて再度設定を行ってください。 

1. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して u RESET を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “ YES " を選び、 

[決定]を押す 

YES ： リセツトする 
N 0 ：リセツトしない 
• 中止するには "NO " を選ぶ 
初期設定： A /0 

00 (お知らせ) 00 

• リセツトすると、入力は " FM " (プリセツトチヤンネル 1) 
に切り換わります。 

4. 設定を終える（― 34ページ） 






















へッドホンを使う 




1■[スピーカー A ]、 [スピーカー日]を押して 
すべてのスピーカーを「切」にする 

2. [音量+、 一] で音量を下げ、へッドホン 
を接続する 

プラグタイプ：ゆ 6.3 mm ステレオ標準プラグ 

3. [ 音量+、一]で音量を調整する 


〇〇 ⑦知らせ ) 00 

•耳を刺激するような大きな音で、長時間聞くことは避けてく 
ださい。 

•すべてのスピーカーを「切」にすることで2チヤンネルの 
みの再生になり、サラウンドソース（音源）は、強制的に 
2 CH MIX (2 チヤンネルミックス）になります。 （ DVD 才一 
デイオのダウンミックス禁止ソースを除く。） 

• アナログ 8 CH 接続（今18ページ）で再生しているときは、 
アナログ 8 CH (― 25ページ）は解除されて、8チヤンネ 
ル入力のうちフロント2チヤンネルの音声が出力されます。 


立巨 

日里 


一音のエチケッ I - 

楽しい音楽も時と場所によっては気 
になるものです。特に静かな夜間に 
は窓を閉めたり、へッドホンをご使 
用になるのち一つの方法です。 



音のェチケット 
シンポルマーク 


録音 • 録画 




入力切換 

口 


本機の BD / DVD レコーダー出力端子に接続したブルーレイ 
ディスク / DVD レコーダーなどに録音 • 録画できます。 

19ページ） 

録音、録画、再生機器の説明書もご覧ください。 

1. [入力切換]を押して、 

録音 • 録画するソース（音源）を選ぶ 

• 本体の[入力切換]を回すことでも選択できます。 


2. 録音先の機器で録音 

3. 録音元の機器で録音 
源）の再生を始める 


録画を始める 
録画するソース（音 


00 ⑦知らせ) 00 

• BD / DVD レコーダー入力端子の映像や音声は、 BD/DVD 
レコーダ_出力端子から出力されません。 

•ブルーレイディスク / DVD レコーダー、ブルーレイディスク 
/ DVD プレーヤー、テレビ、ビデオデッキ、ケーブルテレビ、 
CD プレーヤーやゲームから録音する場合、アナ□グ入力端 
子に接続し、 

入力信号の判別方法を " ANLG " に設定してください。（— 
37ページ） 

• アナログ 8 CH 入力を選んだ場合は、フロント2チャンネル 
の音声しか録音できません。 

• 操作中は本機の電源を切らないでください。 


アンプの設定をする(つづき)/ヘッドホンを使う/録音•録画 


お好みで 
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リモコンでテレビや DVD レ:!-ダ-などを操作する 


本機の他、 当社 製 のテレビ、ケーブルテレビ、ブルーレイディスク/ DVD レコーダー、ブルーレイディスク / DVD プレーヤー 
を本機のリモコンで操作できます。（ただし操作のできない機種もあります。）各操作についての詳細は、それぞれの機器の説明 
書をご覧ください。 


操作する機器に向けて 



AV 機器 

~ \flM \ ~ — 



囵囹 
S 囹囹 
a ® r [9] 
_ E] L 回 



アナログ-祉ーテフタル BS 

(_J □ S£J 

L tt-5V7D- J CS 


■ 



r テレビ i 


音暈- 



テレビを操作する 


闕 

テレビ操作の 
刖に必ず行つ 
てください。 

本機の入力を U TV " に切 
り換える/リモコンをテ 
レビ操作モードに切り換 
える 

AV 鰯 

テレビの鼋源を入/切す 
る 

1 MH 

テレビのテレビ/ビデオ 
入力を切り換える 


-テレビ 

1 + 

立屋 

日里 

1 - 


テレビの音量を調整する 

アナログー地上ーデジタル 

S □ 

地上アナログ放送、地上 
デジタル放送に切り換え 
る 

(#) 

BS 放送に切り換える 

CS 1/2 CATV 

菌 

CS 放送に切り換える 

•押すごとに、 CS 1 と CS 2 
が切り換わります。 


A 

チャンネル 

N / 


チヤンネルを選ぶ 

•順に選ぶとき 

Q ] 囵囹 
a 固回 

H \ S\W 

チヤンネルを選ぶ 

•直接選ぶとき 


ケーブルテレビを操作する 


ケ-プルテレビ 

口 

ケーブルテレ 
ビ操作の前に 
必ず行ってく 
ださい。 

本機の入力を u CABLE " 

に切り換える/リモコンを 
ケーブルテレビ操作モー 
ドに切り換える 

AV 黻 

國 

ケーブルテレビの電源を 
入/切する 

Hth - デジタル 

_ 

地上デジタル放送に切り 
換える 

BS 

m 

BS 放送に切り換える 


S 1/2 CAT 

V 

ケーブルテレビ放送に切 
り換える 


八 

チャンネル 


チャンネルを選ぶ 

• 順に選ぶとき 

m 囵囹 
3 J 囹囹 

a 哪 

( m L 回 

チャンネルを選ぶ 

•直接選ぶとき 


00 CB 知らせ) 〇〇 
チャンネルを選ぶ場合は、[地上-デジタ 
ルー]、旧 S 、 ドライブ切換]、 [ CS 1/2 
CATV 、 再生 ►] を先に押して、放送形式を 
選んでください。 


テレビのチヤンネルが操作できない場合 

•地上アナログ放送のみ対応のテレビの場合、他の放送切り換えボタンを押すと、テレビ 
のチヤンネルが操作できなくなります。 

再度、[アナログ-地上 ◄◄] を押して、地上アナログ放送に切り換えてください。 



2つ以上の当社製オーディオ機器を使う場合、本機のリモコンを使用すると複数の機器が動作することがあります。 
その場合は、本機のリモコンモードを " REMOTE 2 に切り換えてください。 

この操作で、 本体とリモコンのモードを同じ番号に設定します。 


(本体側操作） 

1 . 「初期設定」に入る（今34ページ） 

2. [入力切換]を回して '' REMOTE " を選び、[決定]を押す 

3. [入力切換]を回して“パ’または“2” を選び、[決定]を 
押す 

1 (初期設定）：本体側のリモコンモードを1にする 
2： 本体側のリモコンモードを2にする 

40 4.設定を終える （4 34ページ） 


(リモコン側操作） 

5. [ FM / AM ] を押す 

6. [決定]と [1] または [2] を同時に約2秒間押したままに 
する 

[1] (初期設定）：リモコン側のリモコンモードを1にする 

[2] :リモコン側のリモコンモードを2にする 

• 手順 3 で選んだモード番号と同じ番号を選んでください。 
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ブルー レイディスク /DVD レコーダーを 操作する 


操作する機器に向けて 


AVfp BD/DVD 
1薩别 ~ - \\jyf\ 


チャンネル 


□][!] 囹 
a 囹囹 

s 哪— 

_ an L 回 

アナログー地上ーデジタル BS 

BI 19 1ド謀プ I li 

l T7~5 1 /XD- J _ CS1/2CATV 

|[ 

-ス十ップ- ►W 


本機のリモコンで当社製のブルーレ 
イディスク /DVD レコーダーを操作 
する場合 

ブルーレイディスク /DVD レコー 
ダーと本機のリモコンのリモコン 
モードを一致させてください。 


ブルーレイディスク /DVD レコーダー の 
取扱説明書に従って、ブルーレイディス 
ク /DVD レコーダー のリモコンモード番 
号を確認する。 

1.[BD/DVD レコーダー]を押す 
2•[決定]を押したまま、[1]、 [2] また 
は [3] を約2秒間押したままにする 

•押した数字ボタンに応じて、「モード1」、 
「モード2」または「モード3」がリモ 
コン側に設定されます。 

•初期設定は、「モード1」です。 

ブルーレイ ディスク /DVD レコーダー 
のドライブが切り換わらない場合 

ブルーレイディスク /DVD レコー ダー 
側が、本機のリモコンの出す信号を認 
識していない可能性があります。 
下記の操作で信号を変更して、もう 
一度切り換えてみてください。 

1. [BD/DVD レコーダー]を押す 

2. [決定]を押したまま、 [8] を約2秒 
間押したままにする 

元に戻す場合は： 

上記手順2の操作で、[決定]を押したま 
ま、 [9] を約2秒間押したままにする 


OO C お知らせ) 〇〇 
ビデオデッキー体型 DVD レコ_ダ_を操 
作する場合は、 [ ドライブ切換]で、 VHS 
以外を選択してください。 


BD/DVD 

關 

ブルーレイディスク 
/ DVD レコーダー操作の 
前に必ず行ってください。 

本機の入力を “ BD/DVD R ." に切り換える/リモ 
コンをブルーレイディスク /DVD レコーダー操 
作モードに切り換える 

AV 鼸 

ブルーレイディスク /DVD レコーダーの電源を 
入/切する 

關 

再生を始める 

す スキッ7 

トラックやチャプターを飛び越す（スキップ） 

□ 口 

1 ■サイ/ 7 Ch J 

見たい場所を探す（サーチ） 

[ 

しづ 

]▼[ 

イ MD 

□ 

— _1 

スロー再生 

m 

1 

ブルーレイディスク /DVD レコーダーの 
機能を呼び出す 

•機種によっては、「トップメニュー」、「再生ナビ」、 
「機能選択」、「操作一覧」の機能が動作する場合があ 
ります。 

サブメニュー 

サブメニューを表示する 

戻る 

前の画面に戻る 

〇 

項目を選ぶ 

•[録画一覧]、 [ S 、 サブメニュー]や[スタート]を 
押した後に操作してください。 

( as ) 


選んだ項目を実行する 

(XI囹囹 
团圊囹 

m 叫囹 
H[2] l [I2] 

トラックやチャプターを直接選ぶ 

•数字ボタンを押した後、[決定]を押して実行する機 
種もあります0 

チャンネルを選ぶ 

•直接選ぶとき 


-時停止 

II 


-時停止する 

( 


) 

コマ戻し/コマ送りする 

m 

ブルーレイディスク /DVD レコーダーのドライブ 
(ハードディスク、ディスク、 SD など）を切り換える 


八 

チャンネル 

V 


チャンネルを選ぶ 

•順に選ぶとき 


停■止 

] 

再生を停止する 


リモコンでテレビや DVD レコ—夕—などを操作する 


お好みで 
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リモコンでテレビや DVD レコ-ダ-などを操作する (っづき) 


BD/DVD 

Gk±) 

ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー操作の前 
に必ず行ってください。 


AV 觀 


I ——スキップ¬ 


- 






mB 



サブメニュー 

④ 


本機の入力を “ BD/DVD P .'' に切り換える/ 
リモコンをブルーレイディスク /DVD プレー 
ヤー操作モードに切り換える 


ブルーレイディスク /DVD プレーヤーの 
電源を入/切する 


再生を始める 


トラックやチャプターを飛び越す（スキップ) 


見たい場所を探す（サーチ) 


スロー再生 


ブルーレイディスク /DVD プレーヤーの 
機能を呼び出す 

•機種によっては、「トップメニュー」、「再生ナビ」、 
「機能選択」、「操作一覧」「画面表示 （ DISPLAY )」 
機能が動作する場合があります。 


サブメニューを表示する 


前の画面に戻る 


項目を選ぶ 

•[録画一覧]、 [ S 、 サブメニュー]や[スタート]を 
押した後に操作してください。 


選んだ項目を実行する 


トラツクやチヤプターを直接選ぶ 

•数字ポタンを押した後、[決定]を押して実行する機 
種もあります。 


一時停止する 


コマ戻し/コマ送りする 


再生を停止する 


操作する機器に向けて 


AV 機器 BD/DVD 


nm bd/dvd 
\_ Hk±r 


囡囹囹 
0玛。囹 
_ \ u]W 

アナログ-地上-デジタル 

□ 口 


チヤンネ，り 


CS1/2CATV 


■裂^! 


-スキップ¬ 


- 




-テレビ- 


立里 

日里. 
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停止 

■ 


ブルーレイディスク DVD プレーヤーを操作する 


段〇 



© 


[ 31 囹 0®@ 

majssl 


0 


0 
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リモコンコードを入力することで、受信部のある、当社製の AV 機器を操作できるようになります。 

また、同様に一部の他社製 AV 機器も操作できます。コードー覧表を参照し、下記手順でコードを入力してください。 
他社製 AV 機器を操作できる機能については、リモコン機能一覧表を参照してください。 


対応する機器に応じて[テレビ]、 [ BD / DVD レコーダー]、 
旧 D / DVD プレーヤー]または[ケーブルテレビ]を押した 

まま、数字ポタンでコード番号を入力する（+下記） 

(例） FUNAI 製テレビを操作する場合 

[テレビ]を押したままにする— [1]— [5]、 [1]— 
[6]、 [2] — [2] または [2] — [9] の順で数字ポタン 
を押す 


コ _ r —見表 


設定後、リモコンから対応する機器に、電源入/切信号が出さ 
れます。 

正しく設定されていれば、機器の電源が「入」または「切」に 
なります。何も起こらない場合、別のコード番号を入力してく 
ださい。 


00 ⑦知らせ) 00 

•本機のリモコンでは操作できない機種もあります。また、操 
作できる機種でも、_部の機能が操作できないことがありま 
す。 

• 本機のリモコンの乾電池を新しく入れたときは、リモコン 
コードを入力し直してください。 

■リモコン 機能一覧表 


テレビ 

[電源]、[テレビ、入力切換]、 
[チャンネル八、 V ]、[音量+、 — ]、 
数字ボタン （0 〜 9) 

レコーダー 

[電源]、[►再生]、[■停止]、 
[■■一時停止]、 

[◄◄、►►サーチ/ス □_] (サーチ）、 
[\«. スキップ](スキップ） 

プレーヤー 

[電源]、[►再生]、[■停止]、 
[■■一時停止]、 

[◄◄、►►サーチ/ス □—] (サーチ）、 
[\«. スキップ](スキップ） 

ケーブルテレビ 

[電源]、[チャンネル八、 V ]、 

数字ボタン （0 〜 9) 



テレビ 

レコーダー 

プレーヤー 

ケーブルテレビ 

Panasonic 

01/02 

01/40/41/42 

01/40/41/42 

01/02/03/04/05/ 

06/07/08/09/10 

Aichi 

Electronics 

- 

- 

- 

42/43 

Aiwa 

13 

02 

02 

38/39/40 

by D:sgn 

14 

一 

— 

- 

Denon 

— 

03/04/05 

03/04/05 

— 

DX Antenna 

— 

一 

一 

15/17/41 

Fujitsu 

27/28 

一 

— 

16/18 

Funai 

15/16/22/29 

一 

— 

— 

Hitachi 

01/06/09/17/30/ 

51/54 

13/14 

13/14 

19/44/45 

Humax 

— 

一 

- 

46 

JVC 

— 

06/07/08 

06/07/08 

20 

Kenwood 

— 

09 

09 

- 

LG 

17/33/34 

46 

46 

— 

Marantz 

- 

39 

39 

- 

MASPRO 

— 

一 

— 

11/12/13/15 

Mitsubishi 

01/09/10/17/35/ 

36 

- 

- 

- 

NEC 

05/11/12 

一 

— 

11/21/37 

Onkyo 

— 

15/16/17 

15/16/17 

— 

Others 

34/43/44/45/46 

一 

一 

— 

Philips 

18 

一 

一 

— 

Pioneer 

19/20/42/53 

20/21/22/23/24/ 

25 

20/21/22/23/24/ 

25 

16/17/26 

Samsung 

21/22/23/24/25/ 

26 

26/33 

26/33 

- 

Sanyo 

08/38/39 

27/28/29/30 

27/28/29/30 

— 

Scientific 

Atlanta 

- 

- 

- 

12/14 

Sharp 

04/50/55/56 

10/11/12 

10/11/12 

22/23/24/25 

Sony 

03/37/52 

31/32/43/44/45/ 
47/48/49 

31/32/43/44/45/ 
47/48/49 

31/32/33/34/35/ 

36 

Sumitomo 

— 

一 

- 

16/17/29/30 

Toshiba 

05/47/48/49 

18/19/34/35/37/ 

38 

18/19/34/35/37/ 

38 

15/27/28 

Victor 

07/31/32/40/41 

一 

— 

— 

Wintersat 

- 

一 

- 

47 

Yamaha 

— 

36 

36 

— 


リモコンコードを入力して他の機器を操作する 


リモコンでテレビや DVD レコ—ダ—などを操作する(つづき) 
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お好みで 
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ラジオを聞 < 


入力切換 







FM/AM 

Q ] 囵囹 
S 囹囹 
S 囵囹 


チヤンネル 


^10 


アナログ- 11- デジタル 

SB 

L ^/7D- J 
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放送局を記憶させて聞< 


自動で記憶させる（オートメモリー) 


^.FM の場合は76.0 MHz, AM の場合は522 kHz に合わせる 
い45ページ） 

• お好みの周波数から始めることができます。 

その場合は、それより前の周波数の放送局は記憶されません。 

• FM 、 AM それぞれ30局ずつ記憶できます。 

2. 「初期設定」に入る（— 34ページ） 

3. [▲][▼] を押して “TUNER n を選び、[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して u AUTO MEMO " を選び、[決定]を押す 

5. [▲][▼] を押して “S7"4/?7 ■”を選び、[決定]を押す 

•中止するには "CANCEL " を選んでください。 

OC X お知らせ) 00 

•オートメモリーが始まり、" E 1” が点灯します。 

•才一トメモリーが終了すると SET 0 K " と表示されます。その後、最後に記憶された放 
送局の周波数が表示されます。 

• 電波が弱い、あるいは強すぎるなどの理由で正確にオートメモリーできないことがあり 
ます。その場合はマニュアルメモリーを行ってください。 

•オートメモリー中に中止するには[決定]を押してください。 


手動で記憶させる（マニュアルメモリー) 


1. 好みの放送局を受信する（― 45ページ） 

2. 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

3. [▲][▼] を押して “TUNER n を選び、[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して “MEMO/? 广を選び、[決定]を押す 

5. [▲][▼] を押して記憶させるチャンネルを選び、[決定]を押す 

•チャンネルを決定すると "STORED が表示されます。 

•続けてメモリーする場合は手順1から行ってください。 

6. 設定を終える（― 34ページ） 

•放送受信を "MONO " に設定した状態もメモリーできます。45ページ） 


メモリーした放送局を聞く 


1. [FM/AM ] を押して、”または U AM " を 選ぶ 

2. [チャンネル八、 V ] を押して、チャンネルを選ぶ 

#数字ボタンでチャンネルを選ぶ場合 

チャンネル10以上の選び方 

例）10 :[12、2 10] 4 [1] 4 [10/0] 

25 :[12、^ 1 0] ^ [2] ^ [5] 

〇〇 (お知らせ ) 00 
本体では操作できません。 









































周波数を合わせて放送局を選ぶ 


• TUNED :正確に受信すると点灯 

• ST : FM ステレオ放送を受信すると点灯 


本体で操作する 


1. [入力切換]を回して、 U FM " または 
u AM n を選ぶ 

2. [選局 v 、 八] を押して、放送局を受信する 


リモコンで操作する 


1. [FM/AM] を押して、 a FM n または a AM n 
を 選ぶ 

2. [◄◄][►►] を押して、放送局を受信する 

■自動的に選局するには（オートチューニング） 

本体の[選局 V 、八] またはリモコンの [◄◄][►►] を押した 
ままにし、周波数表示が変わり始めたら指を離す 

• 最初に受信した放送局で自動停止します。 

•オートチューニング中、周囲に電波妨害があると、放送局を 
受信せずに停止することがあります。 

00 (お知らせ) 00 

才一トチューニング中に中止するには本体の[選局 V 、八]ま 
たはリモコンの [◄◄][►►] を押してください。 


ラジオ受信中に雑音が多いとき 


■ FM ステレオ放送で雑音が多いとき （FM モード） 

モノラル音声に切り換えて、雑音を減らします。 

1 • 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ TUNEFT を選び、 

[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “ FMM 0 DE ，， を選び、 
[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して “ MONO ，' を選び、 

[決定]を押す 

•モノラル音声に設定すると表示部に "MONO " が点灯し 
ます。 

•解除するには AUTO を選んでください。 

5. 設定を終える（― 34ページ） 

■ AM 放送で雑音が多いとき（ビートプルーフモード） 

1 • 「初期設定」に入る（― 34ページ） 

2. [▲][▼] を押して “ TUNEFT を選び、 

[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して “S&4TPROOF” を選び、 
[決定]を押す 

4. [▲][▼] を押して “ M 0 DE 1，' または 
“MODE 2，， を選び、[決定]を押す 

初期設定： MODE 1 

5. 設定を終える（― 34ページ） 

〇〇 (お知らせ ) 00 

" M 0 DE 1 "t " MODE 2" ( S , 変更して音が改善される方を 
選んでください。 


ラジオを聞く 


お好みで 


45 
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その他の情報 


バイワイヤー対応のスピーカーを接続 
するときのお知5せ 


バイワイヤー対応のスピ_力_とは、高周波域と低周波域で 
独立した接続端子があるスピーカーのことです。 （■» 20ペー 
ジ） 

•パイワイヤー接続すると、高周波域と低周波域で相互干渉が 
なくなり、高音質な再生が楽しめます。 

• HF は高周波域、 LF は低周波域のことです。 


SH - FX 70 でサラウンドス ピーカーな 
どをワイヤレスにするときのお知らせ 


•サラウンドスピーカーなどをワイヤレスにした場合の音声出 
力は、以下のようになります。 い 21ページ） 

-最大で、 7.1 チャンネル再生になります。 （ SH - FX 70 が 
2台必要となります。） 

SH - FX 70 を使用して 7. 1チャンネル再生を楽しむため 
のサラウンドセレクターの設定については、 SH - FX 70 
の取扱説明書をご覧ください。 

付属の測定マイクで自動的にスピーカーの設定をする場合 

先にデジタルトランスミッターを差し込んでください。 
設定後に差し込むと、設定が無効になります。 

また、差し込んだ状態で設定したときは、デジタルトラ 
ンスミッターを抜くと、設定が無効になります。 


本機で再生できるデジタル信号 


•接続している機器により、再生される状態が異なります。（対 
応していない場合、再生できないこともあります。） 

詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 各デジタル信号の詳細については「用語解説」48ページ） 
を参照してください。 

■AAC 


音声信号のデイスプレイ表示 


デジタル入力 
DTS 96/24 DTS-ESAAC 
□□DIGITAL EXQDEX 
□□ PLExNE 0:6 SFC 


m DIGITAL 

ドルビーデジタルデコーダーが動作しているとき 

m DIGITAL EX 

ドルビーデジタルの 5.1 チヤンネルやドルビーデジタル EX 
にドルビーデジタル EX デコーダ_ ( ドルビープ□ロジック 
Ex デコーダー）が動作しているとき（サラウンドバックスピー 
力_を1本接続している場合のみ表示） 

m ex 

DTS や AAC の 5. 1 チヤンネルにドルビーデジタル EX デコー 
ダー（ドルビープ□ロジック HX デコーダー）が動作している 
とき（サラウンドバックスピーカーを1本接続している場合 
のみ表 tjO 

m PL Ex 

ドル ビープ □ロジック nx デコーダー を使用しているとき 

AAC 

AAC デコーダーが動作しているとき 

m plh 

サラウンドバックスピーカーが無い場合に、2チヤンネルの 
ステレオソースにドルビープ□ロジック nx デコーダーを使用 
すると表示されます。 （ ドルビープ□ロジック n デコーダーを 
使用しているとき） 

DTS 

DTS デコーダーが動作しているとき 

DTS 96/24 

DTS 96 / 24 デコーダーが動作しているとき 


巳 S デジタル放送など 


ド ルビー デジタル ド ルビー デジタル サラウンド 

■ Dolby Digital (Dolby Digital Surround 

イ - エツ クス ドルビー デジタル ドルビー トウルー I イチディ - 


EX、Dolby Digital +、 Dolby TrueHD も 
含む） 


ブルーレイディスクや DVD など 


DTS-ES 

DTS - ES デコーダーが動作しているとき 

NE0:6 

DTS NE 0:6 デコーダーを使用しているとき 

SF(T 

SFC 機能を使用しているとき 


ナイーアイーエス アイーアイーエス イ ••エス アイーアイーエス アイーアイーエス エイチ アイー 

■ DTS (DTS-ES、DTS 96/24 、 DTS-HD 
も含む） 

ブルーレイディスクや DVD など 


■ PCM (2 チヤンネル） 

CD や DVD オーディオなど 

• 本機では、 HDMI 端子と同軸デジタル入力端子は 
192 kHz まで、光デジタル入力端子は96 kHz まで再 

AI—"7^ キ丰 

• 88.2 kHz 、 96 kHz 、 1 76.4 kHz 、 192 kHz の周波数 
を持つ信号が入力されると、その周波数が表示部に出ま 
す。 


■ マルチチヤンネル LPCM ( リニア PCM) 

ブルーレイディスクや DVD オーディオなど 

• HDMI 接続をしている場合では、192 kHz までのマルチ 
チャンネル LPCM 信号を再生できます。 
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自動スピーカー設定についてのお知5せ 


• スピーカーの配置や方向などの条件により、正しく設定され 
ない場合があります。 

• 低域フィルターの設定は、サイズを SMALL と判定したス 
ピーカーで、1番低い周波数まで出せるスピーカーの周波数 
に設定されます。 

• 左右のスピーカーのサイズが違う場合は両方とも SMALL に 
設定されます。 

•サラウンドスピーカーとサラウンドバックスピーカーのサイ 
ズが違う場合は、すべて SMALL に設定されます。 

•サブウー八一を接続せずに自動スピーカー設定を実行す 
ると、左右フロントスピーカーのサイズが SMALL でも、 
LARGE に設定されます。 

•「バイワイヤー接続の設定をする」 （—36 ページ）で 
"YES" に設定している場合、左右フロントスピーカーの極 
性の検出と補正はされません。 

•自動スピーカー設定動作中は、ビエラリンク （ HDMI ) 機能 
(+30、31ページ）は働きません。 

•消音中29ページ）は、自動スピーカー設定機能は使用 
できません。 

• 距離が15 m の範囲を超えた場合は、15 m として設定され、 
「距離の設定をする」35ページ）で “ OVER ” と表示さ 
れます。 

• 極性を自動補正したスピーカーには「距離の設定をする」 

(― 35ページ）で " L 3.0-" のように"一”が表示されます。 


スピーカー サイズについて 


LARGE (ラージ） 

十分な低域が再生できるスピーカー。 

SMALL (スモール） 

LARGE の条件に満たないスピーカー。サブウー八一を接続 
することで十分な低域を再生することができます。スピーカー 
のサイズを手動で変更するには、「スピーカーの有無とサイズ 
を設定する」（― 35ページ）を参照してください。 


低域フイルターについてのお知らせ 


• スピーカーが SMALL の場合は、低域を十分に再生できませ 
ん。 

•再生できる周波数に応じて低域フィルターの周波数を設定 
し、不足している低域をサブウ_八_に出力させます。 


スピーカー B についてのお知らせ 


• スピーカ_ B のみを使用した場合は、2チヤンネルの再生に 
なります〇 

• スピーカ_ B のみ選択している場合に、入力がサラウンド 
ソースであれば、 “2CH MIX" が表示されます。 

• アナログ 8 CH 接続をしているときは、フロント2チヤンネ 
ルの音声が出力されます。 

• スピーカ_ B のみ選択している場合、「スピーカーの有無と 
サイズを設定する」35ページ）の設定に関わらず、以 
下の動作状態に固定されます。 

スピーカーのサイズ： "LARGE" ( ラージ） 

サブウー八一: “N0" (無し）（低域成分はフロントスピー 
カーから出力されます） 

•自動スピーカー設定い22、23ページ）での設定は無効 
になります。 


バイアンプのお知らせ 


バイワイヤー接続のとき、アナログ音声や2チヤンネルの 
PCM 信号を再生させると自動的に機能します。 

• フロント用とサラウンドバック用のアンプを利用して、ス 
ピーカーの高域と低域を別々に駆動する機能です。 
•[サラウンド]を「切」にしてください。（― 27ベージ） 

• アナログ 8 CH のときはバイアンプ機能は使用できません。 
•機能が働いているときは[バイアンプ]ランプが点灯します。 
い4ページ） 


本機 



パイワイヤー 
ス ピーカー 


アナログ 8 CH 接続の場合のお知らせ 


ブルーレイディスク / DVD プレーヤー側の設定はお使いの機 
器に合わせた設定にしてください。 


スピーカーの有無とサイズの設定につ 
いてのお知らせ 


/(フロント）を "LARGE" にした場合 

• アナ□グ信号や PCM 信号をステレオで再生している場合、 
サブウーノ V —からも低域の音声が出力されます。 

• ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の2チヤンネルの信号をス 
テレオで再生している場合、ソースに含まれる LFE (重低音 
効果チヤンネル）信号以外は、サブウ_八_から出力されま 
せん。 

• 下記の場合、自動的に設定されます。 

LR (フロント）を “ S ル MZX ’ にすると 、 SUSW (サブウーハー） 
は “ VTS”、SUSIV (サブウーハー)を 'NO" にすると、/(フ 
□ント）は 'LARGE' 

■SB (サラウンドバック）は S (サラウンド）が "NONE " の 
場合、表示されません。 

•SS (サラウンドバック）のサイズは、 S (サラウンド）で選 
択したサイズと同じになります。 

• スピーカーの本数を変更すると、自動スピーカーの設定は無 
効になります。（4 22、23ページ） 

• 「スピーカーサイズについて」左記）もご覧ください。 


その他の情報 


ご参考 
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用語解説 

アナ□グ 

一般的な再生機器に装備されている左 （ L ) /右 （ R ) 音声出力 
端子からの音声を、アナログ音声と呼びます。 

サラウンド信号 

フロント、センター、サラウンドチャンネルで構成された音 
声信号です。 

サンプリング周波数 

サンプリングとは、音の波（アナ□グ信号）を一定時間の間隔で 
刻み、刻まれた波の高さを数値化（デジタル信号化)することです。 
1秒間に刻む回数をサンプリング周波数といい、回数が多ければ 
多いほど原音に近い音を再現でき、高音質になります。 

ダイナミックレンジ 

機器が出すノイズにうもれてしまわない最小音と、音割れ 
しない最大音との音量差のことです。 

ディープカラー 

本機は、ディープカラーをサボートしています。 

ディープカラーとは、 HDMI でサボートする高画質化技術の 
一つで、現状の各色8ビットを超えるカラ_階調に対応する 
ことで、現行の約1677万色から数十億色まで表現可能な色 
数を増やす技術です。 

デコーダー、デコード 

DVD などに符号化して記録した音声データを通常の音声 
信号に戻す装置をデコーダーといいます。また、この処理を 
デコードといいます。 

デジタル 

デジタル端子は一般的に、ブルーレイディスクレコーダー、 
DVD レコーダー、ブルーレイディスクプレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、 CD プレーヤーなどに装備されています。ドルビー 
デジタルや DTS などのデジタル音声を聞くときは、デジタ 
ル端子と接続しておく必要があります。 

光 （ OPTICAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で 
光デジタルケーブルを使用して接続します。アナログよりも 
再生や録音がさらに高品位になります。 

AAC 信号 

巳 s デジタル放送や地上波デジタル放送に採用されている 
圧縮音声です。サラウンド音声を再生できます。 

CPPM 

コンテントプロテクションフ オー プリレコーディッドメディア 

Content Protection tor Prerecorded Media の略。 

DVD オーディオのファイルコピーを防止する著作権保護技術です。 

Dolby Digital 

ドルビー社の開発したデジタル音声の圧縮方式です。ステレオ （2 
チャンネル）はもちろん、サラウンド音声にも対応しており、大量 
の音声データを効率よくディスクに収めることができます。 


Dolby Digital + 

ドルビーデジタルの改良版で、さらなる高音質、 5.1 チヤン 
ネル以上の多チヤンネル、より広いビットレートを実現して 
います。 


ドルビープロ ロジック ドルビープロ □ジック 

Dolby Pro Logic n/Dolby Pro Logic Ex 

ドルビ_サラウンドだけでなく、2チャンネルで記録された 
あらゆるソースを、よりリアルな音場で 5.1/7.1 または 6.1 
チャンネル音声に変換します。従来の2チャンネル音声（モ 
ノラル音声は除く）だけで記録された古い映画も、 5.1/7.1 
または 6.1 チャンネルの迫力ある音声で楽しめます。 

ドルビートウルー 

Dolby TrueHD 

DVD オーディオで採用されている MLP □スレスの機能拡張 
版でスタジオマスターの音声データを完全に再生する高品位な 
音声方式です。 

ブルーレイディスクなどに使用される場合にのみ Dolby True 
HD が使われ、 DVD オーディオフォーマットでは使用するこ 
とはできません。 

ディ-ティ-エス デジタル シアター シ ス テ ム 

DTS (Digital Theater Systems) 

映画館で多く採用されているサラウンドシステムです。チャンネ 
ル間のセパレーシヨンも良く、リアルな音響効果が得られます。 

DTS 96/24 

96 kHz _ 24ビットに高音質化された DTS で、 DVD ビデオ 
などで採用されています。下位互換性により DTS 96/24非 
対応機器では48 kHz • 24ビットで再生されます。 

ディ - ティ - エス イーエス 

DTS - ES 

DTS の改良版で、 5.1 チャンネルにサラウンドセンターを加 
えた 6.1 チャンネルで再生できます。 


7■ィーアィーエス エイチディー 

DTS - HD 

映画館で採用されている DTS をさらに高音質/高機能化した 
音声方式で、下位互換性により従来の AV アンプでも DTS と 
して再生できます。 

エンコード方式とビットレートに応じて主に、 DTS-HD 
Master Audio 、 DTS-HD High Resolution Audio、DTS 
Digital Surround の 3 種類に分けられます。 

フォーマット自体は2048チヤンネルまで対応していますが、 
次世代 DVD (ブルーレイディスクなど）の規格では最大8チヤ 
ンネル （7.1 チヤンネル）となります。 


エイチディ-エムアイ 

HDMI 


八イデフィニションマルチメディアインターフェイス 


HDMI は High-Definition Multimedia Interface の略です。 
1本のケーブルで映像と音声のデジタル信号が伝送できます。 
また、コント□—ル信号も伝送できます。 


エルピーシーエム ピーシ_エム 

LPCM (リニア PCM) 


PCM 方式の一種で、圧縮せずにデジタルに置き換えられた音声 
信号です。音楽 C □などで使われている方式です。また、ブルー 


レイディスクや DVD オーデイオなどでは、マルチチヤンネル 


の LPCM が使われており、より高音質な再生が可能です。 

本機では、 7.1 チヤンネルまでの LPCM を入力することができま 


す。 


パルスコードモジュレーション 

PCM (Pulse Code Modulation) 

アナログ音声をデジタル音声に変換する方式の1つです。 


ドルビーデジタルサラウンド 

Dolby Digital Surround EX 

ドルビーデジタルの改良版で、 5.1 チヤンネルにサラウンド 
センターを加えた 6.1 チヤンネルで再生できます。 


カラー 

x.v.Color 

広色域色空間の国際標準規格 「 xvYCC 」 に準拠した製品の 
名称です。 


108 Op 

デジタル八イビジョン映像の1つです。 

実際の画面を構成する有効走査線数は1080本で、細部まで 
きれいに表現されます。また、上から順に走査するプログレッ 
シブ方式で、ちらつきの少ない画像になります。 
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仕様 


■ アンプ部 

実用最大出力（サラウンドモード各 ch 動作時） 


( L / R ) 


100 W 


100 W (6 0 、 J 日 TA) 
100 W (6 0 、 J 日 TA) 
1 〇 ◦ W + 100 W (6 0 、 JEITA) 
100 W + 100 W (6 Q, JEITA) 
100 W + 100 W (6 Q 、 JEITA) 
40 kHz, ( 出力 50 W、 6 0 、 0.9 %) 


フロント 
センター 

サラウンド ( L / R ) 

サラウンドバック (L R ) 

実用最大出力（ステレオ時） 

出力帯域幅 4 Hz' 

全高調波ひずみ率 
Half ot rated power at 1 kHz 
負荷インピーダンス 
フロント ( L / R ) 

A または巳 
A と巳 
BI-WIRE 
センター 

サラウンド ( L / R ) 

サラウンドバック ( L / R ) 

周波数特性 

CD 、 外部入力、テレビ、ゲーム、ケーブルテレビ、 
ビデオデッキ、 BD / DVD プレーヤー / BD プレーヤー 8 CH 、 


0.3 % (6 Q) 


4〜16 Q 
6〜16 Q 
4〜16 Q 
6〜16 Q 
6〜16 Q 
6〜16 Q 


BD / DVD レコーダー 
入力感度入カインピーダンス 

4 Hz 〜40 kHz、 ± 2 d 巳 

CD 、 外部入力、テレビ、ゲーム、ケーブルテレビ、 

ビデオデッキ、 BD / DVD プレーヤー / BD プレーヤー 8 CH 、 

BD / DVD レコーダー 
信号対雑音比 （ S / N 比） 

200 mV/22 kQ 

CD 、 テレビ、 BD / DVD プレーヤー、 
BD / DVD レコーダー（デジタル入力) 

97 d 巳 

トーンコントロール特性 


低音 

50 Hz' +10 〜一 10 dB 

局音 

定格出力電圧 

20 kHz 、 +1 〇 〜 _ 10 d 巳 

BD / DVD レコーダー出力 

200 mV 

デジタル入力（光） 

3 

(同軸） 

1 

HDMI 入力（ディープカラー対応） 
HDMI 出力（ディープカラー対応） 

3 

1 


本システムは、ビエラリンク Ver .3 に対応しています。 

■ FM チューナー部 
受信周波数帯 
実用感度 
全高調ひずみ率 

MONO 
STEREO 
アンテナ端子 

■ AM チューナー部 
受信周波数帯 
■ 映像部 

出力電圧 （1 V 入力時） 

最大入力電圧 

入出カインピーダンス（アンバランス） 

コンポジットビデオ 


76• 〇〜 90.0 MHz 
16.3 d 巳 f (3.6 u V, IHF’ 58) 

0.3 % 
0.5 % 
75 0 ( 不平衡型） 

522〜1629 kHz 

1 土 0.1 Vp-p 
1.5 Vp-p 
75 Q 


入力 

出力 

S - ビデオ 
入力 


巳 D/DVD レコーダー、 BD/DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、ケーブルテレビ、ゲーム、外部入力 
テレビモニター、 BD/DVD レコーダー 


BD/DVD レコーダー、 BD/DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、ケーブルテレビ、ゲーム、外部入力 
出カ テレビモニター、 BD/DVD レコーダー 

コンポーネントビデオ 

入力 BD/DVD レコーダー、 BD/DVD プレーヤー、ケーブルテレビ 

出カ テレビモニター 

■ 総合 
電源 

消費電力 

寸法（幅 x 高さ x 奥行き） 430 mm x 

質量 

動作温度 

動作湿度 20 %〜 


AC 100 V 、 50/60 Hz 
140 W 

1 58.5 mm x 339 mm 
約 5 kg 
0°C 〜 40°C 
80% ( 結露のないこと） 


電源スタンバイ時の消費電力 

約 0.6 W 

省待機電カモード時 

約 0.3 W 


注） 

1. この仕様は、性能向上のため変更することがあります。 

2. 全高調波ひずみ率は、スぺクトラムアナライザーによる第 1 〇次高 
調波までの総和です。 


rJIS C 61000-3-2 適合品」 

: JISC 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相 
当たりの入力電流が 20 A 以下の機器)」に基づき、商用 
電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計 • 製造 
した_品です。 


こんな表示が出た5 


表示 

原因/対策 

1 

U701 

HDMI 接続した機器が、本機の著 
作権保護に対応していません。 

2 

U704 

HDMI 接続で、本機が対応していない映 
像フォーマットを受信しました。接続し 
た機器の設定を確認してください。 

3 

U703 

•HDMI 接続で異常があります。以 
下の処置をしてください。 

それでも直らないときは、販売店 
にご相談ください。 

一接続した機器の電源を「切/ 
入」してください。 

- HDMI ケーブルを抜き差しし 
てください。 

-本機出力側の接続台数が2台を 
超えないようにしてください。 

4 

U30 REM2 
または 

U30 REM1 

リモコンモードを設定し、本体と 1 」モ 
コンのモードを合わせてください。 

が表示された場合、リモ 
コン側のモードを“ 2" にしてください。 

が表示された場合は、リ 
モコン側のモードを"7” にしてくださ 
し、。い40ベージ） 

5 

CANCEL MUTING 
FUNCTION 

消音機能が働いています。 
リモコンの[消音]を押して解除し 
てください。29ページ） 

6 

NO C AND LS/RS 
SPEAKERS 

センターとサラウンドのスピー 
カーが「無」の設定になっています。 
「有」の設定にしてください 
い35ぺージ)〇 

7 

NO LS/RS 
SPEAKERS 

サラウンドスピーカーが「無」の 
設定になっています。「有」の設定 
にしてください35ページ)。 

8 

NO LS/RS 

AND SBUSBR 
SPEAKERS 

サラウンドとサラウンドバックの 
スピ_力_が「無」の設定になっ 
ています。「有」の設定にしてくだ 
さい（今35ページ)。 

9 

NO SBUSBR 
SPEAKERS 

サラウンドバックスピーカーが 
「無」の設定になっています。「有」 
の設定にしてください35ベー 
ジ)。 

10 

NOT POSSIBLE 
FOR ANALOG 
8CH INPUT 

アナログ 8 CH には使用できない 
効果を使用しようとしています。 

11 

NOT POSSIBLE 
FOR THIS INPUT 
SOURCE 

現在の入カソースには使用できな 
い効果を使用しようとしています。 

12 

PCM FIX 

(点滅） 

PCM FIX モードになっています。 
解除してください。37ページ） 

13 

SELECT 
SPEAKER A 

スピーカ_ A が「切」になってい 
ます。スピーカ_ A を選択してく 
ださい。 （•》 24ページ） 

14 

SPEAKERS ARE 
OFF 

スピーカーの A と B が「切」になって 
います。どちらかのスピーカーを選択 
してください。（今24、25ページ） 

15 

NOT SUPPORT 
FOR THIS 
WIRELESS 
SYSTEM 

このワイヤレスシステムには対応 
していません。0 21ページ） 
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用語解説/仕様/こんな表示が出たら 


ご参考 






























故障かな!？ 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これらの処置をしても直らない場合や、この表以外の症状は、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 


こんなときは 

ここを確認、処置してください 

ぺージ 


共通 

電源が入らない。 

•電源プラグがコンセントに正しく接続されているか、確認してください。 

10 

機器の再生を始めても音や映像が 
出ない。または音がおかしい。 

• 音量を確認してください。 

• スピーカー表示が消灯している場合は、スピーカ_ A または B を選択し 
てください。 

•入力切換（音源）を正しく選択してください。 

•「消音」を解除してください。 

• 本機で再生できるデジタル信号か確認してください。 

•スピーカーや機器が正しく接続されているか確認してください。 

• 入力端子の設定を確認してください。 

•PCM FIX モードを解除してください。 

• DVD オーディオでは、著作権の関係上、デジタルで音声が出力できない 
場合があります。 

13、24 
22、24、25 

13、24 
29 

46 

8〜11、14〜21 
37 

37 

音が出なくなった。 

本機は異常を検出すると、保護回 
路が働いて、電源を自動的に切り 
ます。 

• スピーカーコードの ㊉ と ㊀ がショートしていませんか。 

•スピーカーインピーダンスが本機の許容範囲より低くないですか。 

•著しい大昔量で聞いていませんか。 

• 異常に暑い場所で使用していませんか。 

• 力ーテンや異物により、排気孔をふさいでいませんか。 

— 原因を解消して、しばらく待ってから再び電源を入れてください。（保 
護回路の動作が解除されます。）（それでも同じ現象が起こる場合は販売 
店にご相談ください。） 

8 

8、2〇 

■■FDD -が表示され、電源が切 
れる。（□□には数字が入ります） 

•電源を切り、電源プラグを抜いたうえで、販売店にご相談ください。 

— 

表示部が暗い。 

- "DIMMER " (ディマー）を解除してください。 

35 

再生中、カチッと音がする。 

• DVD などを再生すると、入力信号によりバイアンプ機能が自動的に切り 
換わります。その際、カチッと音がしますが、故障ではありません。 

— 


測定マイク 

' MEASURING ERROR " と表示 
される。 

•原因が特定できないエラーが発生しました。再度、測定をやり直してください。 

• スピーカーまでの距離が遠すぎます。設置場所を確かめてください。 

22、23 

距離の設定（― 35ページ）で、 
スピーカーに“/ ■ 3.0 - " のよう 
に“一” が表示される。 

•極性を自動補正したスピーカーに表示されます。 

4 極性を自動補正しない設定もできます。 

36 

距離の設定（― 35ページ）で、 
距離が ' OVER " と表示される。 

• 距離の測定値が15 m を超えた場合に表示されます。スピーカーの設置 
などを確認してください。 

_ 


音質 • 音場効果 

センタースピーカー、サラウンド 
スピーカー、サブウー八一から音 
が聞こえない。 

•スピーカーやサブウー八一の有無、または、サイズの設定を確かめてください。 

• ドルビープ□ロジック nx 、 NE 0:6、 SFC の設定を確かめ、適切なモー 
ドを選んでください。 

•2 チヤンネルのステレオソースの場合は、[サラウンド]を「入」にしてください。 

22、23、35 
26〜28 

11、27 

サラウンドバックスピーカーから 
音が聞こえない。 

•スピーカーの有無とサイズの設定を確かめてください。 

•[サラウンド]を「入」にしてください。 

22、23、35 

11、27 

ドルビープ□□ジッタ nx や 

NE0:6、SFC が使えない。 

•センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピー 
カーの接続を確認してください。 

•スピーカ_ A を「入」にしてください。 

• アナ□グ 8 CH を解除してください。 

•巳 S デジタル放送などの二重音声には使用できません。 

8、9 

24 

25 

BS デジタル放送で二重音声放送 
の切り換えができない。 

•巳 S デジタルチューナーの音声出力を AAC に切り換えてください。 

— 


ラジオ 


• アンテナの向きや位置を変えてみてください。 

•音質の調整で、高域 TREBLE ") を調整してみてください。 

33 

受信できない。 

雑音やひずみが多い。 

•本機、ブルーレイディスク/ DV □レコーダー、ブルーレイディスク/ DV □プ 

21 

レーヤー、テレビやビデオデッキから AM ループアンテナを離してください。 

• FM 屋外アンテナに替えてみてください。 

• アンテナと他のコ_ドを遠ざけてください。 

21 



• AM 受信の場合、「ビートプルーフモード」でモードを切り換えてみてください。 

45 
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こんなときは 

ここを確認、処置してください 

ぺージ 


HDMI 

DVD やブル-レイディスクなどマルチチャンネ 
ルの音声が2チャンネルで再生される。 (Dolby 
Digital や Dolby TrueHD などマルチチャンネ 
ルを示すインジケ-夕-が点灯しません） 

•ビエラリンク （ HDMI ) を使用している場合、スピーカー切換を暗声を 
テレビから出す」にしているときは、本機からは2チャンネルの音声の 
み出力されます。テレビ（ビエラ）のリモコンのビエラリンクボタンを 
押し、スピーカー切換を「音声を AV アンプから出す」にしてください。 

30 

HDMI 接続で、始めの数秒間の音 
声が再生されない。 

• DVD などをチャプターから再生した場合に、起こることがあります。以 
下の処置をしてください。 

— ブルーレイディスク/ DVD レコーダーまたはブルーレイディスク / DVD プレー 
ヤーのデジタル音声出力の設定をピットストリーム設定から PCM 設定にしてく 
ださい。（ただし、 6.1 チャンネルソースは 5.1 チャンネルで再生されます。） 

一2チャンネルソースの場合は、さらに「入力信号の判別方法を切り換 
える」で PCM にしてください。 

37 

正常に動作しない。 

• HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続すると、正常に動作しません。 
接続し直すときは、一度電源を切り、電源プラグを抜いてから接続してください。 

10、11、14 

ビエラリンク （ HDMI ) が 
働かなくなった。 

•「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする」で " ON " に設定して 
いるか確認してください。 

" OFF " になっている場合は、 " OA /" に変更してください。 

•省待機電カモードにしている場合、本機の電源「切」時には、ピエラリンク （ HDMI ) が働きません。 

「本機の電源「切」時の消費電力を下げる（省待機電カモード)」で“ or に変更してください。 
•接続した機器側のビエラリンク （ HDMI ) の設定を確認してください。 

• HDMI 機器の接続を変更したとき、停電やコンセントの抜き差しをしたときなどにビエラ 
リンク ( HDMI ) が動作しなくなる場合があります。このときは、以下の操作をしてください。 
- HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入れた状態で、テレ 
ビ（ビエラ）の電源を入れ直す。 

-テレビ（ビエラ）の「ビエラリンク （ HDMI ) 制御 （ HDMI 機器制御)」 
の設定を「しない」に変更し、再度「する」に設定する。（詳しくは 
テレビ（ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。） 

-テレビ（ビエラ）と本機を HDMI ケーブルで接続して、テレビ（ビエラ） 

の電源を入れ、そのまま本機の電源プラグを一度抜いてから接続し直す。 

38 

38 

HDMI 入力端子に複数の機器を 
接続している場合に自動で電源が 
「入/切」してしまう機器がある。 

•ビエラリンク （ HDMI ) 対応機器の場合、一部の連動操作が働きます。機 
能を働かせたくない場合は、接続した機器（レコーダー (ディーガ) など） 
側でビエラリンク （ HDMI ) 機能を働かせない設定にしてください。 



リモコン 

リモコンが働かない。 

• 電池が消耗している場合は電池を交換してください。 

5 

他のオーディオ機器が動作する。 

•本機のリモコンモードを “ ROW 07 E 2” に切り換えてください。 

40 


QSlA (よくあるご質問) 


Q (質問） 

A (回答） 

カラオケ用マイクを接続したい。 

本機ではカラオケ用マイクは使用できません。 

測定マイク端子に接続しないでください。 

ブルーレイディスク / DVD プレーヤーにマイクを接続し 
てカラオケを楽しちうとしたが、マイクの音が出ない。 

ブルーレイディスク / DVD プレーヤーと本機をデジタル接続している場合はマイクの音は 
出力されません。アナログ接続して、アナログ入力にしてください。（今18、37ページ） 

DTS の音声が出ない。 

音声は出るが DTS 表示が点灯しない。 

ブルーレイディスク / DVD レ]-ダーまたはブルーレイディスク / DVD プレーヤーのデ 
ジタル音声出力の設定が、ビットストリーム出力であることを確かめてください。 

デジタル接続で、 DVD オーディオを再生しても 
音が出ない。 

本機は CPPM に対応していますので、 HDMI ケーブルで接続すると 、 DVD 
オーディオの音声を楽しむことができます。10、11、14ページ） 

長時間使用すると、本体が熱くなるが、大丈夫か。 

大丈夫です。ただし、本体後面の排気孔を物でふさぐなど、放熱を妨げ 
ることはしないでください。 

引っ越しするのだが、そのまま使えるか。 

東日本、西日本に関係なく使えます。 

お手入れ 

-このマークがある場合は- 

ヨ_ロ ッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報 


電源プラグをコンセントから抜き、乾いた柔らかい布で 
ふいてください。 

• 汚れがひどいときは、水にひたした布をよく絞ってから汚れ 
をふき取り、そのあと、乾いた布でふいてください。 

• ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、外装ケースが変 
質したり、塗装がはげるおそれがありますので使用しないでください。 

• 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。 




このシンポルマークは EU 域内でのみ有効です。 
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、 
または販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせ 
ください。 


故障かな!?/ Q&A (よくあるご質問)/お手入れ 


ご参考 































安全上のご注意 (必ずお守りください) 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区 ■ お守りいただく内容を次の囡記号で説明しています。 
分して、説明しています。 （次は囡記号の例です。） 


A 「死亡や重傷を負うおそれがある 

/ AS 胃 E 3 内容」です。 


してはいけない内容です。 

八 -「傷害を負うことや、財産の損害 
/!\ が発生するおそれがある内容」 

C . 9 〇 


〇 実行しなければならない内容です。 


A 警告 


電源コード•プラグを破損 
するよ5なことはしない 
(傷つけたり、加工したり、熱器 
具に近づけたり、無理に曲げたり、 
ねじったり、引っ張ったり、重い 
物を載せたり、束ねたりしない） 

傷んだまま使用する 
( X) と'火災•感電•シヨー 
v _ V 卜の原因になります。 

• コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 


電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 

〇私 

差し込みが不完全ですと、感電や 
発熱による火災の原因になりま 
す。 

• 傷んだプラグ_ゆるんだコンセ 
ントは、使わないでください。 


電源プラグのほこり等は 
定期的にとる 



プラグにほこり等がたまると、湿 
気等で絶縁不良となり、火災の原 
因になります。 

• 電源プラグを抜き、乾いた布で 
ふいてください。 


雷が鳴ったら、本機や電源 
プラグ、アンテナ線に触れ 
ない 


⑧ 



接触禁止 

感電の原因になります。 





コンセントや配線器具の定 
格を超える使いかたや、交 
流100 V 以外での使用は 
しない 

たこ足配線等で、定格を超える 
と、発熱による火災の原因になり 
ます。 


ぬれた手で、電源プラグの 
抜き差しはしない 



ぬれ手禁止 


感電の原因になりま 
す。 


ノ 


内部に金属物を入れたり、1 


r 異常があったときは、電源 

水などの液体をかけたりぬ 


プラグを抜く 

らしたりしない 


•内部に金属や水な 

/C^v ショートや発熱によ 
(X) 〇, 火災- 感電©原 
y_y 因になります。 

• 機器の上に水などの液体の 


一 どの液体、異物が 

人ったとき 

rici •落下などで外装 
重源プラグ=スか破損した 

•煙や異臭、異音が 

入った容器や金属物を置かな 


いでください。 


出たとぎ 

• 特にお子様にはご注意くださ 


そのまま使うと、火災_感電の原 

い0 


因になります 

V ^ ^ J 


• 販売店にご相談ください。 

^_ J 


分解、改造をしない 


广\0| \内部には電圧の高い 

V 1NJ 部分があり、 

感電の 

麵こなります。 

• 内部の点検や修理は、 

販売店 

にご依頼ください。 

V 



本機のイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のものとは形状が多少異なる場合がありますが御了承ください。 
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A 警告 


電池は誤った使いかたをしない 

•乾電池は充電しない 

Q # 加熱 • 分解したり、水などの液体や火の中 
へ入れたりしない 
• ㊉ と ㊀ を針金などで接続しない 
參金属製のネックレスや ヘア ピンなどといっ 
しよに保管しない 

取り扱いを誤ると、液もれ•発熱•発火•破裂などを起こし、火災や周囲汚損の原因になります。 

• 電池には安全のために被覆をかぶせています。これをはがすとショートの原因になりますので、絶対にはがさ 
ないでください。 


• ㊉ と ㊀ を逆に入れない 
•新 • 旧電池や違う種類の電池をいっしょに 
使わない 

• 被覆のはがれた電池は使わない 

♦乾雷池の代用として充霞式電池を使わない 


電池の液がもれたときは、素手で液をさわらず、以下の処置をする 

• 液が目に入ったときは、失明の恐れがあります。目をこす 

〇 らずに、すぐにきれいな水で洗ったあと医師にご相談くだ 
さい。 

• 液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原因 
になるので、きれいな水で十分に洗い流したあと、医師に 
ご相談ください。 


使い切った電池は、すぐに 
リモコンから取り出す 

〇 そのまま機器の中に 
放置すると、電池の 
液もれや、発熱•破 
裂の原因になります。 


A 注意 


異常に温度が高くなるとこ 
ろに置かない 



外装ケースや内部部品が劣化するほか、 
火災の原因になることがあります。 

• 直射日光の当たるところ、ストーブ 
の近くでは特にご注意ください。 

不安定な場所に置かない 

Q * 高い場所、水平以 
外の場所、振動や 
衝撃の起こる場所 
に置かない 

倒れたり落下すると、けがや製品の 
故障の原因になることがあります。 


放熱を妨げない 


(S) 



内部に熱がこもると、外装ケース 
が変形したり、火災の原因になる 
ことがあります。 

• 後面の排気孔をふさがないで 
ください。 


長期間使わないときは、リ 
モコンから電池を取り出す 


油煙や湯気の当たるとこ 
ろ、湿気やほこりの多いと 
ころに置かない 


0 


電気が油や水分、ほ 
こりを伝わり、 火災. 
感電の原因になるこ 
とがあります。 
たばこの煙なども製 
品の故障の原因 I しな 
ることがあります。 


❶ 


液ちれ•発熱•発火 
破裂などを起こし、 
火災や周囲汚損の原 
因になることがあり 
9 〇 


へッドホン使用時は、音量 
を上げすぎない 


0 


耳を刺激するような 
大きな音量で長時間 
続けて聴くと、聴力 
に悪い影響を与える 
ことがあります。 


コードを接続した状態で移動しない 

接続した状態で移動させようとすると、 
/X 1コードが傷つき、 火災 .感電の原因にな 
V x / ることがあります。また、引っかかって、 
けがの原因になることがあります。 


本機の上に重いものを載せたり、乗ったりしない 


屋外アンテナの設置 • 工事は自分でしない 


0 


強風でアンテナが倒れた場合に、けがや 
感電の原因になることがあります。 

• 設置•工事は販売店にご相談ください。 


Q 


倒れたり落下すると、けがや製品の故障 
の原因になることがあります。また、重 
量で外装ケースが変形し、内部部品が破 
損すると、火災•故障の原因になること 
があります。 


長期間使わないときや、お手入れのときは、 
電源プラグを抜く 


罄 


通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、 
ろう電などにより、火災の原因になること 
重源プラグが あります。 

を抜く 


安全上の 
ご注意 


安全上のご注意(必ずお守りください) 


ご参考 
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保証とアフタ _ サ _ ビス(ょくぉ読みくださぃ) 

修理 • お取り扱い • お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

參修理は、サービス会社 • 販売会社の「修理ご相談窓口」へ！ 
•使いかた • お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 

■ 保証書（別添付） 

お買い上げ日_販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店からお受け取りください。よくお読みの 
あと、保管してください。 


保証期間：お買い上げ日から本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間 18年| 

当社は、この AV コント□—ルアンプの補修用性能部品 
を、製造打ち切り後8年保有しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

修理を依頼されるとき 

50〜51ページの表に従ってご確認のあと、直らない 
ときは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店 
へご連絡ください。 

♦保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。 

• 保証期間を過ぎているときは 

修理すれば使用できる製品については、ご要望により修 
理させていただきます。右記修理料金の仕組みをご参照 
のうえ、ご相談ください。 


•修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されて 
います。 

pip ] は、診断，故障個所の修理および部品交換，調整_ 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用 
です。 

は、修理に使用した部品および補助材料代です。 
固張料] は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の 
費用です。 


ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 

ノ（ナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個 
人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことがあります。ま 
た、折り返し電話させていただくときのため、ナンパ _• 
ディスプレイを採用しています。なお、個人情報を適切に 
管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場 
合を除き、第三者に提供しません。お問い合わせは、ご相 
談された窓口にご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

AV コント□—ルアンプ 

お買い上げ日 

年月日 

品番 

SA - BX 500 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホー厶ページをご活用ください。 

http :// panasonic . jp / support / 


修理に関するご相談 

| 使いかた • お買い物などのご相談 

パナソニック 修理ご相談窓口 

パナソニック お客様ご相談センター 

SSI 4) SS - 0570-087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話 ■ PHS - IP / 光電話等、ナビダイヤルがご利用でき 
なし)場合は、最寄りの修理ご相談窓口に直接おかけください。 
•最寄りの修理ご相談窓口は、次ページをご覧ください。 

365 日/受付 9 時〜 20 時 

電話 ホル 兩0120 -878-365 

■携帯電話. phs でのご利用は… 06 - 6907-1187 

fax 男; ル 〇1 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256- 5444 Osaka (06) 6645- 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 


RQT9222 



































•地区 • 時間帯によって、集中修理ご相談窓口に転送させていただく場合がございます。 


北海道地区 

ネ L 幌 札幌市厚別区厚別南 

2 丁目 17-7 

0(011)894-1251 

旭川 旭川市2条通16丁目 

1166 

S (0166)22-3011 

帯広 帯広市西20条北2丁目 
つ 3-3 

0(0155)33-8477 

函館市西桔梗589番地241 
(函館流通卸センター内） 

S (0138)48-6631 


東北地 


秋田 


青森 青森市大字浜田字豊田 
364 

S (017)775-0326 

秋田市外旭川字小谷地 
3-1 

S (018)868-7008 

岩手盛岡市厨川5丁 m -43 

S (019)645-61 30 


首都 


栃木 宇都宮市上戸祭3丁目 
3-19 

S (028)689-2555 

君羊！！ 前橋市箱田町 325-1 

0(027)254-2075 

茨城 つくば市筑穂3丁目 15-3 

0(029)864-8756 

i 奇玉 桶川市赤堀2丁目 4-2 

0(048)728-8960 

千葉 千葉市中央区末広5丁目 
9-5 

0(043)208-6034 


中部 


石川 


金沢市横川3 丁目20 

S (076)280-6608 

富山 富山市根塚町1丁目 1-4 

= 0(076)424-2549 

福井 福井市問屋町2丁目14 

S (0776)21 -0622 

長野 松本市寿北7丁目 3-1 1 

0(0263)86-9209 

静岡 静岡市葵区千代田7丁目 
7-5 

S (054)287-9000 


宮城 仙台市宮城野区扇町 
7-4-18 

0(022)387-1117 

山形 山形市平清水1丁目 1-75 

_ 0(023)641-8100 

福島郡山市亀田1丁目5 1-1 5 

0(024)991-9308 


東京 東京都世田谷区宮坂 
2 丁目 26-1 7 

S (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝1丁目 4- 13 

0(055)222-5822 

神奈川 横浜市港南区日野5丁目 
3-16 

0(045)847-9720 

新潟 新潟市東区東明1丁目 
8-14 

0(025)286-0180 


愛矢卩 名古屋市瑞穂区塩入町 
8-10 

0(052)819-0225 

岐阜 岐阜市中鶉4丁目42 

_ 0(058)278-6720 

局山 高山市花岡町3丁目82 

S (0577)33-061 3 

三童 津市久居野村町字山神 
421 

0(059)254-5520 


滋賀 栗東市霊仙寺1丁目 1-48 

S (077)582-5021 

京者15 京都市伏見区竹田中川原町 
71-4 

S (075)646-21 23 

大阪 大阪市城東区関目2丁目 

1 5-5 

0(06)6359-6225 


奈良 大和郡山市筒井町 
800番地 

0(0743)59-2770 

和歌山 和歌山市中島 499-1 

S (073)475-2984 

兵庫神戸市須磨区弥栄台 
3 丁目1 3-4 

S (078)796-31 40 


鳥取 鳥取市安長 295-1 

0(0857)26-9695 

米子 米子市米原4丁目 2-33 

0(0859)34-2129 

本公江 松江市平成町182番地 
14 

S (0852)23-1 128 

出雲 出雲市渡橋町416 

0(0853)21-3133 

_ uhII 

香 jll 高松市勅使町 152-2 

S (087)868-6388 

徳島徳島市沖浜2丁目36 

S (088)624-0253 


浜田 浜田市下府町 327-93 

0(0855)22-6629 

岡山 岡山市田中 138-1 10 

0(086)242-6236 

広島広島市西区南観音1丁目 
13-5 

0(082)295-5011 

山口 山口市小郡下郷 220-1 

S (083)973-2720 


高知！ 高知市仲田町 2- 16 

0(088)834-3142 

愛媛 愛媛県伊予郡砥部町八倉 
75-1 

0(089)905-7544 


福岡 春日市春日公園3丁目48 

0(092)593-9036 

佐賀 佐賀市鍋島町大字 
八戸字上深町3044 

0(0952)26-9151 

長崎 長崎市東町191 9-1 

0(095)830-1658 

大分 大分市萩原4丁目 8-35 

S (097)556-381 5 

宮崎 宮崎市本郷北方字草葉 
2099 -2 

S (0985)63-1 213 


熊本 熊本市健軍本町 12-3 

S (096)367-6067 

天草 天草市港町 18-1 1 

S (0969)22-31 25 

鹿兒島 鹿児島市与次郎1丁目 

0(099)250-5657 

大島 奄美市名瀬朝仁町1 1-2 

0(0997)53-5101 


沖縄地 


5中縄 浦添市城間4丁目 23-1 1 


S (098)877-1 207 


所在地、電話番号が変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。 0608 
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※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック 


^ 0570 - 087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 

• 携帯電話 . PHS . IP / 光電話等、ナビダイヤルがご利用できない場合は、最寄 
りの修理ご相談窓口に直接おかけください。 


保証とアフタ—サ—ビス(よくお読みください) 


ご参考 
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.18 

.24 

.14 〜 17 

. 17 

DTS-HD . 46、48 

. 30 


14〜19、 
• 12、13、 


ぺージ 


■ 2 CH MIX . 

■ AAC . 

■ BS デジタルチューナー . 

■ CD プレーヤー 

觀 . 

酷 . 

■ CS チューナー . 

■ D 端子 . 

■ DTS、DTS 96/24、 DTS - ES . 

■ HDAVI Control 

■ HDMI 

接続 . 

=rbc±n 

目又/ . 

■ LPCM . 

■ NE 0:6. 

■ PCM . 

■ PCM FIX . 

■ RESET . 

■ S 映像端子 ......... 

■ SFC . 


ページ 


ページ 
21、25、 37 
ページ 


■ バイアンプ . 

■バイワイヤー . 

■ ビエラリンク （ HDMI ). 

■ ビデオデッキ 

g 続 . 

. 

■ ビデオデッキー体型 DVD レコーダー 

觀 . 

. 

■フィルタ _ の設定 . 

■ ブルーレイディスク / DVD プレーヤー 

g 続 . 

. 

リモコンで操作 . 

■ ブルーレイディスク/ DVD レコーダー 

接続 . 10、11、 

. 

リモコンで操作 . 

■ヘッドホン . 


ま行 


■ マルチルーム 


ら行 


■ アッテネーター. 
■ アナログ 8 CH 

接続 . 

再生 . 

■ アンテナの接続, 
■音量バランス..., 


か行 


■ 距離の設定 . 

■ 高域の調整 . 

■ コンポーネント映像端子 


さ行 


■ サウンド メニュー 操作 

■ サラウンド効果 . 

■ 自動 スピーカー 設定…. 

■消音 . 

■ 情報を表示 . 

■ 初期設定操作 . 

■ スピーカー 

接続 . 

三 Hi 中 

目又疋 . 

音声出力確認 . 

音量調整 . 

■ スピーカー B 

接続 . 

再生 . 

■ 測定マイク . 


ページ 



■ 低域の調整 

■ デイマー.... 


■ デジタル信号 . 

■ デジタル端子（同軸） . 

■ デジタル端子（光） . 

■ デジタルトランスミッター 

■ テスト信号 . 

■ テレビ 

接続 . 

再生 . 

リモコンで操作 . 


さ < いん 


英数字 


ワイヤレススピーカー . 21、25、37、46 

ワンタッチ再生 . 31 


愛情点検 

長年ご使用の A V コント□ールアンプの点検を！ 


こんな症状は 

ありませんか 

• 煙が出たり、異常なにおいや音がする 
• 音が出ないことがある 
• 正常に動作しないことがある 
• 商品に破損した部分がある 
• その他の異常や故障がある 

► 

このような症状の時は使用を 
中止し、故障や事故の防止の 
ために、必ず販売店に点検を 
ご相談ください。 



便禾 U メモ（おぼえのため、記入されると便利です） 


販売店名 

電話 （ 

) 

一 

品番 

SA - BX 500 

お客様 
ご相談窓口 

電話 （ 

) 

一 

お買い上げ日 

年月日 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業 グループ 

^p 571 - 850 r 4 大阪 f H 松生町1番 m 号 RQT9 h 2 = S 8 

© Panasonic Corporation 2008 


■ ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウンド EX 、 

ドルビーデジタル+、ドルビー TrueHD . 46、48 

■ ドル ビープ □ロジック n / 

ドルビープロロジック nx . 26〜28、46、48 


な行 


■ 入力信号の設定 . 37 


は行 


787 
441 

96卜 
344 

5、「 
2 : 


1419 

3243 


8 8513ジ53 7" シ383995 0522 053 
31223 1331 1322224 2313 222 


ぺ 


ベ f'22. 


2 ' 


4 93: 
4 2 

、〇5、 
〇 :2 
4 i 2 

06 
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188887896 

334443314 


1 


〇 


67 

12 


64 546 842 
12 123 124 


761 

433 

0;d 
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2568719 140 
3341122 324 


4 


〇 


2 7' 3 

4-2、 
41 
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52029 
44 433 


4440 


5 
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K 

I 整 

■ i モ調画 
i ンンの録 
才 nn ル • 
ジモモべ音 
ラリリレ録 






























































































